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め
ざ
そ
う
！
い
き
い
き
！

め
ざ
そ
う
！
い
き
い
き
！

　
　
　
　
　
　

健
康
寿
命
日
本
一

　
　
　
　
　
　

健
康
寿
命
日
本
一
!!!!

〜
笑
顔
あ
ふ
れ
る
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
〜

〜
笑
顔
あ
ふ
れ
る
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
〜

　

健
康
寿
命
と
は
、
健
康
で
介
護
等

の
必
要
が
な
く
、
日
常
の
生
活
が
で

き
る
期
間
の
こ
と
で
す
。
世
界
保
健

機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
平
成
12
年
に
こ

の
言
葉
を
公
表
し
ま
し
た
。

　

年
を
重
ね
て
も
、
い
つ
ま
で
も
健

康
で
過
ご
す
こ
と
は
、
誰
も
が
願
う

こ
と
で
す
。

　

左
ペ
ー
ジ
の
グ
ラ
フ
を
見
る
と
、

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
男
性
80
・
21

歳
、
女
性
86
・
61
歳
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
健
康
寿
命
は
そ
れ
ぞ
れ
71
・

19
歳
、
74
・
21
歳
と
な
っ
て
い
ま
す
。

比
較
す
る
と
、
男
性
で
９
・
02
歳
、

女
性
で
12
・
40
歳
短
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
と
の
差

は
、
日
常
生
活
に
制
限
の
あ
る
「
不

健
康
な
期
間
」
を
意
味
し
ま
す
。
こ

の
差
を
い
か
に
縮
め
る
か
が
、
重
要

な
要
素
に
な
っ
て
い
ま
す
。

健健
康
寿
命
と
は

康
寿
命
と
は

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
日
の
出
町
自
治

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
日
の
出
町
自
治

会
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
。
当
日
は
、
自
治

会
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
。
当
日
は
、
自
治

会
か
ら
約

会
か
ら
約
6060
人
が
参
加
し
、
心
地
よ
い
汗
を

人
が
参
加
し
、
心
地
よ
い
汗
を

流
し
て
い
ま
し
た
。

流
し
て
い
ま
し
た
。

⬆

平均寿命：厚生労働省「平成 25 年簡易生命表」平均寿命：厚生労働省「平成 25 年簡易生命表」

健康寿命：厚生労働省「平成 25 年簡易生命表、人口動態統計、国民生活基礎調査」など健康寿命：厚生労働省「平成 25 年簡易生命表、人口動態統計、国民生活基礎調査」など

60 歳 65 歳 70 歳 75 歳 80 歳 85 歳

男性

女性

平均寿命平均寿命

健康寿命

80.21 歳

71.19 歳 86.61 歳

日本人の平均寿命と健康寿命の比較

　

さ
ま
ざ
ま
な
健
康
課
題
を
国
民
健

康
保
険
の
医
療
費
か
ら
分
析
す
る

と
、
市
の
大
き
な
健
康
課
題
と
な
っ

て
い
る
も
の
は
、糖
尿
病
と
高
血
圧
・

脳
卒
中
で
す
。

①
糖
尿
病

　

糖
尿
病
は
、
平
成
22
年
度
を
ピ
ー

ク
に
減
少
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す

が
、
重
症
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

②
高
血
圧
・
脳
卒
中

　

阿
賀
野
市
は
、
新
潟
県
内
で
も
脳

卒
中
で
の
死
亡
率
が
男
女
と
も
に
高

い
地
域
で
す
。
64
歳
以
下
の
介
護
保

険
新
規
申
請
者
の
原
因
の
約
3
割
が

脳
卒
中
で
す
。

　

い
ず
れ
の
病
気
も
、
普
段
の
生
活

の
中
で
、
少
し
気
を
付
け
れ
ば
防
げ

る
病
気
で
す
。
こ
れ
か
ら
、
健
康
寿

命
を
延
ば
す
5
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を

紹
介
し
ま
す
。

医医
療
費
か
ら
見
る

療
費
か
ら
見
る

　
　
　

市
の
健
康
課
題

　
　
　

市
の
健
康
課
題

⬆

⬆

分
田
分
田
88
でで
開
催
さ
れ
た
健
康
体
操
。
足
踏

開
催
さ
れ
た
健
康
体
操
。
足
踏

み
に
よ
る
血
行
促
進
運
動
や
脳
ト
レ
運
動
、

み
に
よ
る
血
行
促
進
運
動
や
脳
ト
レ
運
動
、

タ
オ
ル
を
使
っ
て
の
「
け
ん
こ
つ
体
操
」

タ
オ
ル
を
使
っ
て
の
「
け
ん
こ
つ
体
操
」

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
笑

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
笑

顔
で
運
動
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

顔
で
運
動
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

⬆

男
性
の
料
理
教
室
。
糖
尿
病
、
高
血
圧
・

男
性
の
料
理
教
室
。
糖
尿
病
、
高
血
圧
・

脳
卒
中
な
ど
の
生
活
習
慣
病
予
防
の
た

脳
卒
中
な
ど
の
生
活
習
慣
病
予
防
の
た

め
、
減
塩
・
適
塩
な
ど
の
健
康
料
理
を
楽

め
、
減
塩
・
適
塩
な
ど
の
健
康
料
理
を
楽

し
く
学
び
ま
し
た
。

し
く
学
び
ま
し
た
。

その差 9.02 歳

その差 12.40 歳
74.21 歳
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健康寿命を延ばす健康寿命を延ばす55つのキーワードつのキーワード

　

ま
ず
は
運
動
か
ら
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
。
運
動
に
は
、
次
の
よ
う
な
効

果
が
あ
り
ま
す
。

①
血
糖
を
下
げ
る

②
体
重
を
減
ら
す

③
心
臓
や
肺
の
働
き
を
強
化
す
る

④
血
圧
を
下
げ
る

⑤ 

足
腰
な
ど
下
肢
の
筋
力
を
強
く

し
、
体
の
老
化
を
防
止
す
る

⑥
血
液
循
環
を
よ
く
す
る

⑦
ス
ト
レ
ス
解
消
や
気
分
転
換
に
な
る

⑧ 

体
力
が
つ
き
、
日
常
生
活
の
動
作

が
楽
に
な
る

　

市
が
行
っ
て
い
る
健
診
の
結
果
を

調
べ
る
と
、
糖
尿
病
に
関
す
る
異
常

が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
重
症
化
に
よ

り
、
医
療
費
も
新
潟
県
の
平
均
よ
り

高
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

糖
尿
病
を
予
防
す
る
に
は
、
食
生

活
の
改
善
が
大
切
で
す
が
、
そ
の
効

果
を
高
め
る
運
動
も
大
切
で
す
。

運運
動
に
よ
る
効
果

動
に
よ
る
効
果

まずは運動から始めてみませんか？まずは運動から始めてみませんか？

　いきいき健康応援とは、市が指定するイベン

ト等に参加すると、1枚シールがもらえます。

このシールを 3枚集めて応募すると、3,000 円

（2 本）、1,000 円（5 本）、500 円（10 本）の

市内登録店で使える商品引換券が抽選で当たり

ます。詳しくは、市ホームページをご覧くださ

い。http://www.city.agano.niigata.jp/soshiki/

kyoudou/11156.html

◎対象事業の例

　シャキ ! いき ! ウォーキングデー

　ソフトバレーボール大会

　ミニテニス教室

　あがの元気いきいきフェスタ

　ビーチバレーボール大会　ほか

　応募用紙は各対象事業の会場のほか、水原保健

センターや体育館、公民館等に配置しています。

いきいき健康応援いきいき健康応援
～対象事業に参加して 3,000 円の商品引換券を当てよう～～対象事業に参加して 3,000 円の商品引換券を当てよう～

参加しよう！

　

運
動
と
い
っ
て
も
、
激
し
い
ス

ポ
ー
ツ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
散
歩
な
ど
、
歩
く

動
作
も
立
派
な
運
動
で
す
。

　

歩
く
動
作
は
、
簡
単
に
で
き
て
い

る
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
足
だ
け

で
は
な
く
、
背
中
や
お
尻
、
お
な
か

な
ど
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
筋
肉
を
動
か

し
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

筋
肉
だ
け
で
な
く
、
心
臓
や
肺
な
ど

の
内
臓
機
能
の
働
き
も
活
発
に
な
り

ま
す
。

　

日
常
生
活
の
一
部
に
運
動
を
取
り

入
れ
て
、
毎
日
コ
ツ
コ
ツ
習
慣
化
し

ま
し
ょ
う
。

　

本
格
的
に
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
て
み

た
い
と
い
う
人
は
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ

団
体
が
、市
内
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.c
ity
.a
g
a
n
o
.

n
iig
a
ta
.jp
/s
ite
/k
o
s
o
d
a
te
/

1
0
4
5
5
.h
tm
l

運運
動
っ
て
難
し
い
？

動
っ
て
難
し
い
？

　週 1、2 回程度の適度な運動習慣を身につけましょ

う。

例：卓球やグラウンドゴルフなどのスポーツ、登山、

ウォーキング、けんこつ体操、シャキ！いき！健康法、

ラジオ体操、水中運動など

キーワード1

運動運動

　朝・昼・夜の 3食をしっかり食べ、栄養バランスを

考えた食生活を続けましょう。

例：減塩 ･適塩、適正飲酒、野菜 ･海藻 ･きのこなど

の食材、よく噛んで食べる、禁煙など

キーワード2

栄養栄養

　仕事や趣味、ふれあい、ボランティアなど、生きが

いを持ちましょう。

例：カラオケ、踊り、旅行、ボランティア活動、防犯

パトロール、友人との会話など

キーワード3

生きがい生きがい

　疲れを残さないため、十分な睡眠・休養をとりましょ

う。適度な睡眠時間は 1日 6.5 ～ 7.5 時間です。

例：睡眠、読書、温泉浴、森林浴など

キーワード4

休養休養

　最低１年に１回の健（検）診を受け、病気の早期発

見・早期治療に努めましょう。

　7月 13 日（月）から、集団健（検）診が始まります。

詳しくは、23 ページをご覧ください。

例：一般健診、特定健診、各種がん検診、人間ドック、

予防接種など

キーワード5

健（検）診健（検）診

⬆

水
原
卓
球
同
好
会
の
活
動
。
今

水
原
卓
球
同
好
会
の
活
動
。
今

で
は
安
田
、
京
ヶ
瀬
、
笹
神
地

で
は
安
田
、
京
ヶ
瀬
、
笹
神
地

区
の
会
員
も
お
り
、
総
勢

区
の
会
員
も
お
り
、
総
勢
6565
人人

に
な
り
ま
し
た
。
毎
週
火
曜
、

に
な
り
ま
し
た
。
毎
週
火
曜
、

金
曜
に
体
育
館
で
楽
し
み
な
が

金
曜
に
体
育
館
で
楽
し
み
な
が

ら
、
良
い
汗
を
か
い
て
い
ま
す
。

ら
、
良
い
汗
を
か
い
て
い
ま
す
。

⬆

最
近
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
水

最
近
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
水

中
運
動
教
室
。
水
中
で
は
、
浮

中
運
動
教
室
。
水
中
で
は
、
浮

力
で
足
腰
へ
の
負
担
が

力
で
足
腰
へ
の
負
担
が
1010
分
の
分
の

１
に
減
る
一
方
、
水
の
抵
抗
が

１
に
減
る
一
方
、
水
の
抵
抗
が

陸
上
の
８
０
０
倍
に
も
な
り
、

陸
上
の
８
０
０
倍
に
も
な
り
、

効
果
的
な
運
動
が
で
き
ま
す
。

効
果
的
な
運
動
が
で
き
ま
す
。
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「
元
気
長
生
き
応
援
隊
」
が

「
元
気
長
生
き
応
援
隊
」
が

　
　
　
　
　
　
　

皆
さ
ん
の
運
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　

皆
さ
ん
の
運
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

元気で長生きが一

番！ お役に立てた

らと思っています。

米山佳菜子米山佳菜子さんさん（北本町）（北本町）

ヨガは、体と心の

若さを保つ秘訣で

す。

阿部晴美阿部晴美さんさん（下里）（下里）

いつまでも、楽し

く元気に過ごせる

お手伝いをします。

江口憲子江口憲子さんさん（新発田市）（新発田市）

手軽な全身運動で

幅広い運動に対応

できます。

遠藤誠遠藤誠さんさん（中島町）（中島町）

元気で明るくハッ

ピーに過ごせるよ

うお手伝いします。

本間由香里本間由香里さんさん（粕島）（粕島）

元気で長生きでき

るよう、お手伝いさ

せていただきます。

田村直子田村直子さんさん（中島町）（中島町）

健康寿命日本一を

目指して、楽しく

運動をしましょう。

渡辺憲子渡辺憲子さんさん（新潟市）（新潟市）

元気に過ごせるよ

う、一緒に楽しく

動きましょう。

塚野しのぶ塚野しのぶさんさん（分田）（分田）

生活の質の向上の

ため、どこでもお

伺いします。

土岐一希土岐一希さんさん（堀越）（堀越）

体を動かす楽しさ

を知ってもらえた

らうれしいです。

金沢千香子金沢千香子さんさん（安野町）（安野町）

さまざまな運動の

中で、合ったもの

を見つけましょう。

吉野静子吉野静子さんさん（保田）（保田）

運動や体操の楽し

さを知ってもらえ

るよう頑張ります。

加藤智哉加藤智哉さんさん（五泉市）（五泉市）

楽しく！気持ちよ

く、一緒に健康づ

くりをしましょう。

遠藤志野遠藤志野さんさん（姥ヶ橋）（姥ヶ橋）

　

健
康
で
長
生
き
す
る
こ
と
は
、
誰

し
も
の
願
い
で
あ
り
、
健
康
で
い
き

い
き
過
ご
せ
る
こ
と
で
、
人
は
笑
顔

に
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
18
年
3
月
に
策
定

し
た
「
健
康
あ
が
の
21
計
画
」
を
基

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
施
策
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
平
成
26
年
度
に
は
、

計
画
の
最
終
年
度
を
迎
え
、現
在「
第

2
次
健
康
あ
が
の
21
計
画
」
を
策
定

中
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
健
康
で
笑
顔

あ
ふ
れ
る
毎
日
を
過
ご
す
た
め
に

は
、普
段
か
ら
「
運
動
」「
栄
養
」「
生

き
が
い
」「
休
養
」「
健
（
検
）
診
」

の
5
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
し
っ
か
り

と
考
え
な
が
ら
生
活
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

さ
あ
、
皆
さ
ん
で
笑
顔
が
あ
ふ
れ

る
「
健
康
寿
命
日
本
一
の
ま
ち
」
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

笑笑
顔
は
健
康
か
ら

顔
は
健
康
か
ら

　
　
　
　

始
ま
り
ま
す

　
　
　
　

始
ま
り
ま
す

　

元
気
長
生
き
応
援
隊
は
、
元
気
な

人
を
増
や
す
こ
と
を
目
的
に
、
健
康

寿
命
に
関
す
る
情
報
提
供
や
健
康
づ

く
り
に
有
効
な
運
動
を
紹
介
す
る
た

め
、
平
成
26
年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
が
勧
め
る
「
け
ん
こ
つ
体
操
」

や
「
ラ
ジ
オ
体
操
」「
シ
ャ
キ
！
い

き
！
健
康
法
」「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
等

の
有
資
格
者
13
人
で
構
成
さ
れ
、
市

内
の
自
治
会
や
企
業
、
幼
稚
園
・
保

育
園
を
対
象
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

元元
気
長
生
き
応
援
隊

気
長
生
き
応
援
隊

　
　
　
　

の
活
動
と
は

　
　
　
　

の
活
動
と
は

申し込み方法申し込み方法
　対象は、自治会、企業、幼稚園・保育園です。

　健康推進課に備え付けの申込用紙に、開催日時、

実施会場、運動メニュー、代表者と連絡先を記入

の上、申し込んでください。

■
問
い
合
わ
せ

健
康
推
進
課 

元
気
長
生
き
支
援
室 

（
内
線
６
１
０
）

参加者に聞いてみました参加者に聞いてみました

佐久間キミさん

（分田）

日頃から健康に注意して

います。今回のけんこつ

体操は、とても楽しくで

きました。

佐藤マスさん

（分田）

皆さんの笑顔に誘われて

参加しました。分田 8に

は、明るい人が大勢！ 

とても楽しいです。

（株）国井組でのラジオ体操講座（株）国井組でのラジオ体操講座

京ヶ瀬幼稚園での運動教室京ヶ瀬幼稚園での運動教室
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■この記事に関する問い合わせは、健康推進課  後期高齢係へ　☎ 62-2510（内線 223）

 保険証の更新について

●  8 月 1 日から使用する保険証

　現在お持ちの後期高齢者医療制度の保険証は、

7月31日（金）で有効期限が切れます。8月1日（土）

から使用する新しい保険証は、7月 21 日（火）に

普通郵便で発送します（保険証、封筒ともに桃色

です）。8 月になっても届かない場合や保険証の記

載事項に誤りがある場合は、連絡をお願いします。

● 医療費の自己負担割合

　自己負担割合は、同一世帯の後期高齢者医療制

度加入者の平成 27 年度住民税課税所得に応じて

判定し、新しい保険証に「1 割」または「3 割」

と記載しています。この自己負担割合は、原則、

平成28年7月31日までの1年間適用になります。

後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度
　　についてのお知らせ　　についてのお知らせ
後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度
　　についてのお知らせ　　についてのお知らせ

新保険証

桃色

8月 1日から

有効

旧保険証

ベージュ色

7月 31 日まで

有効

 自己負担割合について

 平成 27 年度の保険料額の通知について

● 年間保険料額の通知（一人ひとりに送付します）

　7月 15 日（水）に普通郵便で発送します。後期高齢者医療保険料は、後期高齢者医療制度の運営や

加入者の医療給付費などを支払うための大切な財源です。保険料率は、加入者の医療給付費（総医療費

から自己負担額を除いた額）の約 1割を、加入者全員でまかなえるように算定しています。

　　　　　　　医療機関窓口での自己負担　　　　　　　　　　　　後期高齢者医療保険料

自　己

負担額

公費

【国、県、市町村から支出（税金）】

5割

支援金

【現役世代の保険料から支出】

4割

1割

　　　　　　　　　　　後期高齢者医療制度から医療機関へ支払う医療給付費

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医療費の総額

● 保険料の計算方法

　1年間の保険料額は、加入者一人ひとりに掛かる「均等割額」と前年の所得額から算出する「所得割額」

との合計額になります。

　　1 年間の保険料額＝「均等割額」＋「所得割額」

　　均等割額　…　1人 35,300 円

　　所得割額　…　（平成 26 年中の所得額－基礎控除 33 万円）×7.15％

※「均等割額」と「所得割額」の軽減制度（申請は不要です）

　・・ 「均等割額」は、世帯の状況に応じて、9割、8.5 割、5割、2割の軽減を受けることができます。

　・・ 「所得割額」は、加入者の所得状況に応じて、5割の軽減を受けることができます。

※ 後期高齢者医療制度の加入日前日に、加入している健康保険証が家族の社会保険等の被扶養者になっ

ていた場合は、均等割額が 9割軽減され、所得割額は掛かりません。1年間の保険料は 3,500 円にな

ります。

8月 1日から

保険証が

変わるよ

介護保険についてのお知らせ介護保険についてのお知らせ
　　介護保険は高齢者の暮らしを社会全体で支える

仕組みです。40 歳以上の人は、介護保険に加入

し、決められた保険料を納めます。その保険料を

財源とすることで、介護が必要な人は、一部の負

担でさまざまな介護サービスを受けることができ

ます。

8 月から介護保険法が改正されます8月から介護保険法が改正されます
　　改正内容は次のとおりです。

① サービスを利用した時の負担割合が変更

　次の 2つに当てはまる人は、負担割合が 2割に

なります。

　・・ 本人の合計所得金額が 160 万円以上

　・・ 同一世帯の 65 歳以上の人の年金収入とその

他の合計所得金額が、2 人以上世帯で 346 万

円以上、単身世帯で 280 万円以上

② 低所得者が施設を利用する際の食費・居住費の

要件変更

　住民票上、世帯が異なる場合であっても、配偶

者が市民税課税者の場合、または預貯金等が単身

で 1,000 万円、夫婦で 2,000 万円を超える場合は、

食費・居住費を負担することになります。

③ 高額介護サービス費に新段階が追加

　月々の上限が設定されている高額介護サービス

の利用者負担段階に「現役並み所得者」（限度額

44,400 円）が新設されます。

④  70 歳未満の人の高額医療合算介護サービス費

の限度額が変更

　同一世帯内で介護保険と医療保険の両方を利用

した際、70 歳未満の人の自己負担限度額が変わり

ます。

⑤ 特別養護老人ホーム等に入所する人は新たな負

担が必要

　大部屋（多床室）に入所し、食費・居住費の負

担軽減を受けていない市民税課税世帯の人は、新

たに「室料相当」を負担することになります。

■この記事に関する問い合わせは、高齢福祉課 介護保険係へ　☎ 62-2510（内線 219・255）

65 歳以上の保険料65 歳以上の保険料
22%22%

40 歳以上 65 歳40 歳以上 65 歳
未満の保険料未満の保険料

28%28%市市
12.5%12.5%

県県
12.5%12.5%

国国
25%25%

保
険
料

保
険
料

公　

費

公　

費

市ホームページには、阿賀野市高齢者福祉計画・

第 6期介護保険事業計画の全文を掲載していま

す。ぜひご覧ください。

http://www.city.agano.niigata.jp/uploaded/

attachment/5073.pdf

介護保険料を改定しました介護保険料を改定しました
　　4 月から 65 歳以上の人の月額保険料基準額が 5,586

円から 6,286 円に上がりました（12.5％増）。保険料が

上がった主な理由は、① 65 歳以上の人の負担割合の増

加（21％→ 22％）②高齢化の進展に伴う要介護認定者

数の増加③特別養護老人ホームの新規開設（平成 27 年

度 100 床、平成 28 年度 70 床）など介護保険サービス

の充実による利用者の増加です。

　6月の市議会で、新第 1段階（生活保護受給者または

住民税非課税世帯で課税年金収入等が 80 万円以下）の

調整率が、「基準額の 45％」に議決されました。本算定

（7月）で「月額保険料 2,829 円」に軽減されます。

介護保険の財源内訳

（平成27～29年度までの割合）

　6月 13 日に開催された京ヶ瀬地区敬老会より　6月 13 日に開催された京ヶ瀬地区敬老会より
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防災行政無線の運用を開始防災行政無線の運用を開始

　　放送内容に注意してください　　放送内容に注意してください

　日頃から、気象情報、災害情報などに気を配るこ　日頃から、気象情報、災害情報などに気を配るこ

とが重要です。この時期は、梅雨の終わりごろに当とが重要です。この時期は、梅雨の終わりごろに当

たり、大雨で災害が発生する危険性もあります。たり、大雨で災害が発生する危険性もあります。

■この記事に関する問い合わせは、総務課 危機管理室 地域安全係へ　☎ 62-2510（内線 276）

防災行政無線の運用を開始！

　防災情報を一斉にお知らせする防災行政無線　防災情報を一斉にお知らせする防災行政無線

の運用を平成 27 年 4 月 6 日から開始しました。の運用を平成 27 年 4 月 6 日から開始しました。

無線装置を使って市内各地に設置された防災行無線装置を使って市内各地に設置された防災行

政無線子局等からサイレンや音声を放送します。政無線子局等からサイレンや音声を放送します。

　緊急放送を行う場合には、最大音量のサイレ　緊急放送を行う場合には、最大音量のサイレ

ンを鳴らします。その際は、窓を開ける、テレンを鳴らします。その際は、窓を開ける、テレ

ビの音量を下げるなど、放送を聞く態勢をとっビの音量を下げるなど、放送を聞く態勢をとっ

てください。てください。

　放送を聞き逃しても、次の方法で同じ内容の　放送を聞き逃しても、次の方法で同じ内容の

情報を入手できます。情報を入手できます。

○市ホームページ

　放送と同時に、市ホームページに掲載されま　放送と同時に、市ホームページに掲載されま

す。普段から、市ホームページを見る習慣をつす。普段から、市ホームページを見る習慣をつ

けておきましょう。けておきましょう。

○安全安心メール

　携帯電話などの電子メールアドレスを事前に　携帯電話などの電子メールアドレスを事前に

登録することにより、放送内容が電子メールで登録することにより、放送内容が電子メールで

送られてきます（通信料が掛かかります）。送られてきます（通信料が掛かかります）。

　登録アドレスはこちらです。http://www.city.　登録アドレスはこちらです。http://www.city.

agano.niigata.jp/mobile/soshiki/kanri/6518.htmlagano.niigata.jp/mobile/soshiki/kanri/6518.html

○防災広報ダイヤル

　　☎ 62-8150に電話すると、放送内容を聞くに電話すると、放送内容を聞く

ことができます（通話料が掛かります）。ことができます（通話料が掛かります）。

下一分に設置された防災行政無線子局下一分に設置された防災行政無線子局

放送内容は？

　緊急放送、普通放送、訓練、時報の 4つがあ　緊急放送、普通放送、訓練、時報の 4つがあ

ります。緊急放送では緊急地震速報や特別警報ります。緊急放送では緊急地震速報や特別警報

等を、普通放送では人身被害の可能性がある防等を、普通放送では人身被害の可能性がある防

犯情報や有害鳥獣情報を放送。国・県の通信訓犯情報や有害鳥獣情報を放送。国・県の通信訓

練や市の防災情報伝達訓練時には、訓練放送を練や市の防災情報伝達訓練時には、訓練放送を

流します。また、午前 7 時、11 時 30 分、午後流します。また、午前 7 時、11 時 30 分、午後

5時には、時刻のお知らせと動作確認のために5時には、時刻のお知らせと動作確認のために

チャイムを放送します。チャイムを放送します。

気象情報、災害情報に注意！

放送を聞き逃したときは？

トップページに

掲載されます

意見・感想をお寄せください

「広報あがの」「市ホームページ」「広報あがの」「市ホームページ」

　に関する意見・感想を募集します　に関する意見・感想を募集します

～市民の皆さんが読みやすく、分かりやすい情報発信に向けて～

　4月から「広報あがの」の紙面構成が変わりま　4月から「広報あがの」の紙面構成が変わりま

した。従来の広報紙に比べ、写真を大きく配置しした。従来の広報紙に比べ、写真を大きく配置し

ています。また、巻頭6ページを特集記事として、ています。また、巻頭6ページを特集記事として、

従来より踏み込んだ内容を掲載しています。従来より踏み込んだ内容を掲載しています。

■この記事に関する問い合わせは、市民協働推進課 広報広聴係へ　☎ 62-2510（内線 301）

4 月号からの広報あがの

　2月から市ホームページも大きく改修されまし　2月から市ホームページも大きく改修されまし

た。トップページはリンク数を大幅に減らして、市た。トップページはリンク数を大幅に減らして、市

民の関心が高い情報をまとめて配置しています。民の関心が高い情報をまとめて配置しています。

　これからも、市民の皆さんが読みやすく、分　これからも、市民の皆さんが読みやすく、分

かりやすい「広報あがの」「市ホームページ」かりやすい「広報あがの」「市ホームページ」

にするため、市民の皆さんからの意見・感想をにするため、市民の皆さんからの意見・感想を

募集します。募集します。

　はがき、FAX、電子メールに性別、年齢、意見・　はがき、FAX、電子メールに性別、年齢、意見・

感想を記入し、お送りください。感想を記入し、お送りください。

　また、ホームページからも投稿できます。　また、ホームページからも投稿できます。

http : / /www.c i t y . agano .n i iga ta . j p / sosh ik i /h t t p : / /www.c i t y . agano .n i i ga ta . j p / sosh ik i /

kyoudou/11174.htmlkyoudou/11174.html

送付先：〒 959-2092 阿賀野市役所 広報広聴係送付先：〒 959-2092 阿賀野市役所 広報広聴係

FAX：62-0281FAX：62-0281

電子メール：shiminkyodo@city.agano.niigata.jp電子メール：shiminkyodo@city.agano.niigata.jp

2 月からの市ホームページ

改修された市ホームページ。消防本部の「消防車両出改修された市ホームページ。消防本部の「消防車両出

動情報」は、消防車両が、いつ、どこへ出動したのか動情報」は、消防車両が、いつ、どこへ出動したのか

随時掲載されます。随時掲載されます。

⬆

⬆

上は昨年 4月号、下は今年 4月号の施政方針の記事で上は昨年 4月号、下は今年 4月号の施政方針の記事で

す。見出しや写真を多く使用することで見やすい紙面す。見出しや写真を多く使用することで見やすい紙面

構成にしました。構成にしました。

⬆



■お知らせ版

13 平成 27 年 7 月号 平成 27 年 7 月号 12

　

4
月
1
日
付
け
で
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務
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か
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人
権
擁
護

委
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に
3
人
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

再
任
の
阿
部
美
佐
さ
ん
（
北
園
町
）
を
は
じ
め
、

鈴
木
実
さ
ん
（
緑
町
）、本
多
啓
一
さ
ん
（
嘉
瀬
島
）

が
新
た
に
委
員
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
3
月
31
日
を
も
っ
て
、
齋
藤
幸
平
さ
ん
（
上

福
岡
）、鈴
木
康
寛
さ
ん
（
宮
下
）
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

永
年
に
わ
た
る
委
員
活
動
に
対
し
て
、
齋
藤
さ
ん

に
は
法
務
大
臣
か
ら
、
鈴
木
さ
ん
に
は
新
潟
地
方

法
務
局
長
お
よ
び
新
潟
県
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員

●
4
月
1
日
付
け
で
委
嘱

　6月 7日、笹神支所駐車場で、第 12回市消防大

会を開催。消防技術の向上と規律・礼節の習得を

目的に、市内28部の消防団員がポンプ操法競技と

通常点検競技で日頃の練習の成果を競いました。

　競技の結果、安田第 1分団第 4部（庵地）が

昨年に引き続き 2種目とも 2連覇を達成。同部

は 7月 5 日に聖籠町で開催される三市北蒲原地

区支会ポンプ操法競技会に阿賀野市代表として

出場します。

市
消
防
大
会
2
連
覇

●
安
田
第
1
分
団
第
4
部（
庵
地
）

　5月 19日、笹神五頭ゴルフ倶楽部で、押切外四ヶ

大字財産区主催の第20回緑の少年団育成チャリ

ティーゴルフ大会が開催。大会終了後、同財産区委

員会の市村保永委員長から岩村教育長へ、この大

会で集まったチャリティー金12万円を緑の少年

団の活動に役立ててほしいと寄付されました。

　緑の少年団は、市内の小学4～6年生が対象で、

新入団員 12 人を含む 33 人の団員で構成。今年

度は全 7回の森林整備活動等に取り組みます。

緑
の
少
年
団
の
活
動
に

●
押
切
外
四
ヶ
大
字
財
産
区

左から、田中市長、彌源治さん左から、田中市長、彌源治さん

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
中
で
人
権
思

想
を
広
め
、
い
や
が
ら
せ
、
名
誉
・
信
用
の

侵
害
、
い
じ
め
、
親
族
間
の
も
め
ご
と
な
ど

の
相
談
に
応
じ
る
な
ど
、
住
民
の
人
権
が
侵

害
さ
れ
な
い
よ
う
無
償
で
人
権
擁
護
活
動
を

し
て
お
り
、
現
在
、
阿
賀
野
市
で
９
人
が
委

嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

委員紹介

寄付紹介 表彰

　

彌
源
治
陽
子
さ
ん
（
金
屋
）
が
、
3
月
の
市
議

会
定
例
会
で
同
意
を
経
て
、
5
月
22
日
付
け
で
市

教
育
委
員
会
の
委
員
と
し
て
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
5
月
21
日
を
も
っ
て
、
教
育
委
員
長

を
務
め
ら
れ
て
い
た
五
十
嵐
要
市
さ
ん
（
金
屋
）

が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

5
月
22
日
以
降
の
教
育
委
員
会
の
構
成
は
、
左

表
の
と
お
り
で
す
。

職
名

氏
名

委
員
長

渡
邉 

栄
二

委
員
長
職
務
代
理

圓
山 

孝

委
員

鈴
木 

基
子

委
員

彌
源
治 

陽
子

教
育
長

岩
村 

弘
一

教
育
委
員●
5
月
22
日
付
け
で
任
命

　人権に関する相談は無料で、秘密
は厳守します。困ったことがあった
ら気軽に相談ください。各種人権の
相談は、新潟地方法務局新津支局（☎
22-0547）でも受け付けています。

　

教
育
委
員
会
は
、
教
育
行
政
の
中
立
、
安

定
性
を
確
保
す
る
た
め
、
市
長
か
ら
独
立
し

て
置
か
れ
る
合
議
制
の
執
行
機
関
で
す
。
学

校
教
育
、
社
会
教
育
、
青
少
年
育
成
、
文
化

財
に
関
す
る
教
育
行
政
の
基
本
方
針
や
計
画

を
審
議
・
決
定
し
て
い
ま
す
。

鈴木さん本多さん

左から、岩村教育長、市村委員長左から、岩村教育長、市村委員長

催　
　

し

水
原
代
官
所
販
売
組
合

七
夕
大
売
り
出
し

　

日
頃
の
ご
愛
顧
に
感
謝
の
心
を
込
め

て
、
い
い
も
の
、
お
い
し
い
も
の
を
そ

ろ
え
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
7
月
5
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
午
後
3
時

▼
会
場
＝
水
原
代
官
所
、
水
原
ふ
る
さ

と
農
業
歴
史
資
料
館
内

▼
内
容

・ 

地
元
特
産
品
販
売

・ 

ガ
ラ
ポ
ン
抽
選
会

・ 

園
児
に
よ
る
七
夕
飾
り

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
代
官
所
販
売
組

合
事
務
局
（
商
工
観
光
課
内
・
内
線

３
４
２
）

七
夕
大
売
り
出
し
特
別
講
演

代
官
所
で
聴
く

昔
語
り
の
会

▼
日
時
＝
7
月
5
日
（
日
）
午
前
11
時

〜
正
午
、
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

▼
会
場
＝
水
原
代
官
所

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
語
り
手
＝
あ
が
の
お
話
の
会

▼
問
い
合
わ
せ
＝
あ
が
の
お
話
の
会　

宮
田　

☎
62
‐
５
４
９
７

水
と
光
の
ア
ー
ト

〝
瓢
湖
大
噴
水
〞

　

瓢
湖
湖
面
に
映
し
出
さ
れ
る
「
水
と

光
の
芸
術
」
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
7
月
25
日
〜
8
月
23
日
の
土

曜
・
日
曜
、8
月
24
日
（
月
）、25
日
（
火
）

午
後
7
時
〜
9
時

▼
問
い
合
わ
せ
＝
瓢
湖
の
水
を
浄
化
す

る
会　

澤
田　

☎
62
‐
３
７
０
１

第
12
回

阿
賀
野
市
合
唱
祭

▼
日
時
＝
7
月
20
日
（
月
・
祝
）
午
後

1
時
30
分
開
演
（
午
後
1
時
開
場
）

▼
会
場
＝
ふ
れ
あ
い
会
館
「
多
目
的
ホ

ー
ル
」（
全
席
自
由
、
入
場
無
料
）

▼
出
演
＝
混
声
合
唱
阿
賀
野
、
コ
ー
ラ

ス
風
の
会
、
市
ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
団
、
白

鳥
コ
ー
ラ
ス
、
女
声
コ
ー
ラ
ス 

向
日
葵
、

コ
ー
ル
マ
ー
レ
（
市
合
唱
連
盟
合
唱
団
）

▼
後
援
＝
市
教
育
委
員
会
、
水
原
・
安

田
・
笹
神
文
化
協
会

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
合
唱
連
盟　

野
村 

☎
62
‐
２
１
０
４

宝
珠
温
泉

あ
か
ま
つ
荘
催
し

◎ 

民
謡
舞
踊
発
表
会

▼
日
時
＝
7
月
5
日
（
日
）
午
前
11
時

30
分
〜

▼
出
演
＝
安
田
民
謡
協
会
（
寺
社
）

◎ 

歌
と
踊
り
の
発
表
会

▼
日
時
＝
7
月
12
日
（
日
）
正
午
〜

▼
出
演
＝
山
び
こ
歌
謡
ク
ラ
ブ（
阿
賀
町
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
宝
珠
温
泉 

あ
か
ま

つ
荘　

☎
68
‐
５
７
２
６

安 田 支 所  ☎ 68ー3000
農業委員会  ☎ 68ー3238
安田公民館・体育館  ☎ 68ー3006

京ヶ瀬支所  ☎ 67ー2111
市立図書館  ☎ 67ー2500

阿賀野市役所  ☎ 62ー2510
水原総合体育館    （休館中）
水原公民館    （休館中）
水原郷病院  ☎ 62ー2780
上下水道局  ☎ 62ー2159
消 防 本 部  ☎ 62ー2058

笹 神 支 所  ☎ 62ー4141
学校教育課  ☎ 62ー2790
生涯学習課  ☎ 62ー5322
笹神体育館  ☎ 61ー2111
ふれあい会館  ☎ 63ー8019     

お知らせお知らせ
主　

要　

連　

絡　

先

２
０
１
５

２
０
１
５

ふ
る
さ
と
だ
し
の
風
ま
つ
り

ふ
る
さ
と
だ
し
の
風
ま
つ
り

8
月
2
日
（
日
）・

保
田
会
場
（
安
田
郵
便
局
前
市
道
）

　

今
年
で
12
年
目
を
迎
え
る
「
だ
し
の
風
ま
つ
り
」。

芸
能
発
表
や
だ
ん
ご
ま
き
、
民
踊
流
し
と
い
っ
た

「
郷
土
の
祭
典
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

〜
唄
え
よ
踊
れ 

だ
し
の
風
の
よ
う
に 

響
き
渡
れ
〜

まつりプログラム（予定）

09:30
〜
15:00

だしの風テント村
（屋台、抽選会、フリーマーケットなど）
遊びの広場

10:00

〜
オープニング
（安田中学校吹奏楽部演奏）

10:30
〜
11:30

ふるさと芸能発表会
（午前の部）

11:30
〜
12:30

新潟プロレス
( だしの風まつり特別試合 )

12:30
〜
13:00

魚のつかみ取り
（特設いけす・ 
対象：小学生以下）

13:00
〜
15:40

ふるさと芸能発表会
（午後の部）

13:30
〜
15:30

FM-NIIGATA
( 夏のステッカーキャンペーン )

15:50
〜
16:10

だんごまき
（郵便局前特設ステージ )

16:30
〜
18:10

のど自慢大会＆歌謡ショー
（郵便局前特設ステージ )

18:30
〜

大民踊流し
（参加者に参加賞をプレゼント）

20:00 全日程終了

■ 申し込み・問い合わせ

　 ふるさとだしの風まつり実行委員

会事務局（商工観光課内・内線 343）

◎
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

▼
時
間
＝
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時

▼
出
店
場
所
＝
保
田
会
場
テ
ン
ト
村
内

▼
募
集
区
画
数
＝
10
区
画
（
テ
ン
ト

の
半
分
、
間
口
約
2
・
7
ｍ
×
約
3
・

5
ｍ
）

▼
出
店
料
＝
千
円
／
区
画
（
テ
ン
ト
利

用
料
込
み
）

▼
申
込
期
限
＝
7
月
17
日
（
金
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

魚を入れる
袋を持って
きてね！

軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
や
軽
自
動
車
で
、
野
菜
・
果
物
等
の
農
産
物
や
工
芸
品
、
商
工
業
製
品
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。
▼
日
時
＝
7
月
19
日
（
日
）
午
前
8
時
30
分
〜
11
時
30
分
▼
会
場
＝
安
田
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
ウ
イ
ン
デ
ィ
「
正
面
玄
関
駐
車
場
」
◎
出
店
者
募
集
し
ま
す
▼
出
店
料
＝
千
円
／
台
▼
申
込
期
限
＝
7
月
6
日
（
月
）
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
安
田
商
工
会　

☎
68
‐
２
２
０
８

安
田
軽
ト
ラ
市
場
を

開
催
し
ま
す
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FM 76.1MHz
 

　　　　　　　　災害時には、FMにいつ（周波数 76.1MHz）で市の災害情報を放送します。

 

あがの市民病院の開院に向けて
■ 5 月 31 日時点の進捗状況

　・　・ 各工事の進捗率は、建築工事が 89.9％、電気設備工事が

91.2％、機械設備工事が 84.5％となっています。

　・　・ 7 月中旬をめどに、全ての工事が完了する予定です。

　・　・ 10 月 1 日（木）の開院に向けて、8月・9月は、備品類の

搬入や職員の研修などの準備期間となります。

■４月から外来診療体制の拡大

○常勤医を４人増員しました！

　・　・ 長谷川康太郎医師（内科・新潟医療センターから）

　・　・ 市川香也医師（産婦人科・新潟医療センターから）

　・　・ 伊藤雅章医師（皮膚科・前新潟大学医学部皮膚科教室教授）

　・　・ 野澤昌代医師（外科・新潟大学医学部形成外科から）

○非常勤医師を 2人増員しました！

　・・ 佐々木彰一医師（神経内科・前東京女子医科大学神経内科

准教授）

　・・ 堀井新医師（耳鼻咽喉科・現新潟大学医学部耳鼻咽喉科教

室教授）

○外来診療体制が充実！（診療枠が増えた診療科のみ掲載）

診療科 現在の診察日

内科 月曜～金曜（火曜・金曜は午後もあり）

産婦人科 午前、午後診療（火曜は午前のみ）

皮膚科 月曜～金曜（月曜は午後のみで予約が必要）

神経内科 木曜を除く月曜～金曜（水曜・金曜は紹介状・予約が必要）

耳鼻咽喉科 火曜、木曜、金曜（診療は午後 2時～）

※ 詳しくは、外来診療担当表を確認ください。

　（水原郷病院医事課前に設置。水原郷病院ホームページにも掲載しています）

■問い合わせ＝水原郷病院 医事課　☎ 62-2780

あがの市民病院 外観あがの市民病院 外観

病室（4床室）病室（4床室）

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

7
月
は
、「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運

動
」
月
間
で
す
。

　

平
成
23
年
4
月
か
ら
、
男
性
に
限
り

17
歳
か
ら
の
４
０
０
ml
献
血
や
69
歳
ま

で
の
血
小
板
成
分
献
血
が
、
60
歳
〜
64

歳
の
間
に
献
血
経
験
の
あ
る
人
は
69
歳

ま
で
全
血
献
血
が
、
そ
れ
ぞ
れ
協
力
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

近
年
、
30
歳
代
ま
で
の
若
年
層
の
協

力
者
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
県

内
で
は
一
日
当
た
り
約
３
０
０
人
分
の

献
血
が
必
要
で
す
。
最
も
身
近
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
い
わ
れ
る
献
血
に
、
皆
さ

ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
期
日
＝
7
月
24
日
（
金
）

▼
会
場
・
時
間

・ 

Ｊ
Ａ
北
蒲
み
な
み
本
店
…
午
前
9
時

30
分
〜
正
午

・ 

笹
神
支
所
…
午
後
2
時
〜
4
時

▼
協
力
団
体
＝
阿
賀
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

健
康

づ
く
り
係
（
内
線
６
３
４
）

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査

調
査
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
7
月
31
日
現
在

で
常
用
労
働
者
を
1
〜
4
人
雇
用
す
る

事
業
所
（
農
林
漁
業
、
一
般
公
務
を
除

く
）
を
対
象
に
、
賃
金
や
労
働
時
間
、

労
働
者
数
の
動
向
を
調
べ
る
毎
月
勤
労

統
計
調
査
特
別
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

県
知
事
が
任
命
し
た
統
計
調
査
員
が

対
象
事
業
所
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
調

査
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
調
査
内

容
は
統
計
デ
ー
タ
を
作
る
た
め
だ
け
に

使
用
し
ま
す
。

▼
調
査
期
間
＝
7
月
下
旬
〜
8
月
31
日

（
月
）

▼
調
査
対
象
区
域
＝
保
田
の
一
部

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
潟
県 

統
計
課 
生

活
統
計
班　

☎
０
２
５
‐
２
８
５
‐

５
５
１
１
（
内
線
２
４
５
６
）

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
強
調
月
間

〜
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、

立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
〜

　

こ
の
運
動
は
、
全
て
の
国
民
が
犯
罪

や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と

す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

犯
罪
や
非
行
が
生
ま
れ
る
の
は
地
域

社
会
で
あ
り
、
罪
を
犯
し
た
人
や
非
行

に
陥
っ
た
少
年
の
更
生
を
促
す
場
も
地

域
社
会
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　

地
域
や
家
庭
か
ら
犯
罪
や
非
行
を
出

さ
な
い
た
め
に
も
、
家
庭
に
お
け
る
親

子
の
対
話
や
地
域
住
民
同
士
の
ふ
れ
あ

い
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

新
潟
県
推
進
委
員
会　

催　
　

し

水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館

交
流
ホ
ー
ル
展
示
案
内

◎ 

緑
葉
会
「
し
ゅ
ん
こ
う
和
紙
ち
ぎ
り

絵
展
」

　

会
員
の
ち
ぎ
り
絵
作
品
20
点
を
展
示

し
ま
す
。

▼
期
間
＝
7
月
7
日
（
火
）
〜
8
月
9

日
（
日
）

▼
時
間
＝
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

（
最
終
日
は
午
後
3
時
ま
で
）

※ 

月
曜
休
館
日
（
月
曜
が
祝
日
の
場
合

は
翌
日
）

▼
会
場
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資

料
館
「
交
流
ホ
ー
ル
」
▼
入
場
料
＝
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業

歴
史
資
料
館　

☎
63
‐
１
７
２
２

水
原
文
化
協
会

作
品
展
示
日
程

　

水
原
文
化
協
会
加
盟
団
体
会
員
の
作

品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

▼
期
間
＝
8
月
28
日
（
金
）
ま
で

▼
時
間
＝
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

15
分
（
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
）

▼
会
場
＝
市
役
所
2
階
通
路

▼
展
示
団
体
＝
水
原
郷
絵
を
描
く
会

（
絵
画
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課 

庶
務
係
（
内

線
２
６
７
）

お
知
ら
せ

パ
ス
ポ
ー
ト

夏
季
の
申
請
は
お
早
め
に

　

8
月
は
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
が
多

く
、
窓
口
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

早
め
の
申
請
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

阿
賀
野
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人

は
、
市
の
窓
口
で
申
請
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
窓
口
＝
市
民
生
活
課
（
支
所
で

は
申
請
で
き
ま
せ
ん
）

▼
受
付
時
間

○
申
請
・
交
付

・・ 

祝
日
を
除
く
月
曜
〜
金
曜
、
午
前
8

時
30
分
〜
午
後
5
時

○
交
付
の
み

・・ 

夜
間
役
所
…
第
1
・
3
水
曜
、
午
後

5
時
15
分
〜
7
時

▼
交
付
ま
で
の
日
数
＝
申
請
日
を
含
め

8
日
（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
等
は
、
日

数
の
計
算
に
含
め
ま
せ
ん
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
生
活
課 

市
民

係
（
内
線
２
１
３
）

あ
が
の
生
活
ギ
フ
ト
券
を

支
給
し
ま
す

　

市
で
は
、生
活
支
援
対
策
と
し
て「
あ

が
の
生
活
ギ
フ
ト
券
」を
支
給
し
ま
す
。

　

市
町
村
民
税
の
課
税
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
な
い
非
課
税
者
の
い
る
世
帯
な
ど

支
給
対
象
と
見
込
ま
れ
る
世
帯
に
は
、

8
月
3
日
（
月
）
以
降
、
市
役
所
か
ら

あ
が
の
生
活
ギ
フ
ト
券
の
申
請
書
を
郵

送
し
ま
す
（
臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請

案
内
に
同
封
し
ま
す
）。

▼
支
給
額
＝
1
世
帯
当
た
り
3
千
円
分

の
中
小
小
売
店
支
援
商
品
券

▼
使
用
可
能
事
業
所
＝
中
小
小
売
店
支

援
商
品
券
発
行
事
業
参
加
加
盟
店

▼
使
用
期
限
＝
平
成
28
年
1
月
5
日（
火
）

▼
申
請
期
間
＝
8
月
4
日
（
火
）
〜
11

月
４
日
（
水
）

▼
申
請
方
法
＝
郵
送
す
る
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
、
郵
送
す
る
書
類
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福
祉
課 

福
祉

企
画
係
（
内
線
２
３
５
）

「
ガ
ン
が
治
る
」
な
ど
の

宣
伝
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

「
ガ
ン
が
治
る
」
な
ど
と
宣
伝
し
て
、

家
庭
用
治
療
器
の
体
験
会
場
に
高
齢
者

を
集
め
て
購
入
さ
せ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

・ 

高
額
な
商
品
の
購
入
は
、
一
時
的
な

感
情
で
判
断
せ
ず
、
家
族
に
相
談
す

る
な
ど
よ
く
考
え
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

・ 

購
入
す
る
意
思
が
な
い
場
合
に
は
、

き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

・ 

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
て
も
決
し
て
慌
て

ず
、
ま
ず
は
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

◎ 

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
は

　

市
民
生
活
課
で
は
、
消
費
生
活
相
談

員
に
よ
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
個
別

の
相
談
室
が
あ
り
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

・ 

市
民
生
活
課 

相
談
係
（
内
線
２
１
４
）

・ 

新
潟
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
５
‐
２
８
５
‐
４
１
９
６

消
火
器
等
の

訪
問
販
売
・
あ
っ
せ
ん
・

点
検
等
に
ご
注
意
を
!!

◎ 

不
正
取
引
に
ご
注
意
を
！

　

毎
年
、
全
国
各
地
で
消
火
器
等
の
不

正
取
引
の
情
報
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま

す
。
市
内
で
も
4
月
と
5
月
に
、
各
1

件
情
報
が
あ
り
ま
し
た
。

① 

「
消
防
署
で
す
が
、
消
火
器
や
火
災

警
報
器
の
検
査
に
伺
い
ま
す
」
と
電

話
が
あ
っ
た
も
の
の
、
断
っ
た
た
め

被
害
は
な
か
っ
た
。

② 

「
消
火
器
を
取
り
換
え
に
き
ま
し
た
」

と
訪
問
さ
れ
、
新
し
い
消
火
器
1
本

と
交
換
。多
額
な
代
金
を
請
求
さ
れ
、

支
払
っ
た
。

　

市
消
防
本
部
で
は
、
一
般
家
庭
に
消

火
器
の
設
置
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、

設
置
・
点
検
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

消
火
器
の
あ
っ
せ
ん
・
販
売
や
点
検
も

一
切
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

◎ 

不
正
取
引
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

① 

業
者
が
訪
問
し
て
き
た
場
合
は
、
身

分
証
明
書
や
名
刺
等
の
提
示
を
求
め

て
く
だ
さ
い
。

② 
見
知
ら
ぬ
業
者
か
ら
連
絡
を
受
け
た

場
合
は
、
は
っ
き
り
と
購
入
・
点
検

を
拒
否
し
て
く
だ
さ
い
。 

③ 

安
易
に
料
金
を
そ
の
場
で
支
払
っ
た

り
、
契
約
書
に
は
ん
こ
を
押
し
た
り

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

④ 

不
審
と
思
っ
た
ら
、
そ
の
場
か
ら
市

消
防
本
部
（
☎
62
‐
２
０
５
８
）
に

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

も
し
契
約
書
等
に
サ
イ
ン
し
て
し

ま
っ
た
ら

　

市
役
所
市
民
生
活
課
ま
た
は
新
潟

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
５
‐

２
８
５
‐
４
１
９
６
）
に
相
談
く
だ
さ

い
。
業
者
間
以
外
の
場
合
は
、
ク
ー
リ

ン
グ
オ
フ
制
度
も
活
用
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
消
防
本
部 

予
防
課

大
日
原
演
習
場

訓
練
予
定

▼
射
撃
訓
練
＝
7
月
3
日
（
金
）
〜
5

日
（
日
）、
6
日
（
月
）
〜
10
日
（
金
）、

17
日
（
金
）、
22
日
（
水
）、
23
日
（
木
）、

28
日
（
火
）、
29
日
（
水
）、
31
日
（
金
）

午
前
8
時
〜
午
後
5
時〔
7
月
4
日（
土
）

の
み
午
後
9
時
ま
で
・
夜
間
射
撃
訓
練

あ
り
〕▼
空
砲
等
訓
練
＝
7
月
1
日（
水
）

午
前
7
時
〜
2
日
（
木
）
夜
12
時
、
8

日
（
水
）
午
前
8
時
〜
10
日
（
金
）
午
後

11
時
（
終
日
訓
練
）
▼
航
空
機
訓
練
＝

7
月
1
日
（
水
）
〜
2
日
（
木
）
午
前
7

時
〜
午
後
9
時（
早
朝
・
夜
間
飛
行
あ
り
）

◎ 

演
習
場
内
へ
の
立
ち
入
り
は
、
許
可

が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田
駐
屯
地

☎
０
２
５
４
‐
22
‐
３
１
５
１

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　学校施設は、児童生徒が一日の大半を過ごす学習・

生活の場であるとともに、その一部が災害発生時に

市民の皆さんの避難場所にもなることから耐震化が

喫緊の課題となっています。

　市では、市立小中学校施設の耐震改修について、

平成 20 年度から公表しています。平成 27 年 4月 1

日現在における市立小中学校施設全体の耐震改修進

捗度と学校別の最新状況は、以下のとおりです。

■耐震診断および補強工事の要否

　耐震診断および補強工事の対象となる建物は、昭和

56年改正以前の旧耐震基準により建築された2階建

て以上または床面積が200㎡を超える非木造建物です。

　改正以降の新耐震基準により建築された建物は、

地震時に必要な耐力を保有していることから、耐震

診断および補強工事の必要はありません。

市立小中学校施設の耐震改修状況

■耐震改修進捗度

全棟数

A

昭和 57年

以降

B

昭和 56年

以前

C

昭和 56年

以前の全

棟数に占

める割合

D=C/A

耐震診断

実施済棟

数

E

耐震診断

実施率

F=E/C

耐震診断

実施率順

位

昭和56年

以前建築

の棟で耐

震性があ

る、および

既に補強

済の棟数

G

耐震化率

H

=(B+G)/A

耐震化順

位

昭和 56年

以前の建

物に係る

耐震化率

I=G/C

50

（50）

17

（17）

33

（33）

66.0％

（66.0％）

33

（33）

100.0％

（100.0％）

1

（1）

32

（31）

98.0％

（96.0％）

21

（19）

97.0％

（93.9％）

※かっこ内の数値は、平成 26 年 4月 1日現在の値。順位は県内 30 市町村中の順位。

■耐震診断結果および耐震改修状況（昭和 56 年以前建築分）

学校名 建物区分
耐震化状況

または今後の予定
学校名 建物区分

耐震化状況

または今後の予定

保田小学校 校舎 平成 20年度耐震化完了 分田小学校 校舎・屋内体育館 平成 25 年度耐震化完了

京ヶ瀬中学校 校舎 平成 21 年度耐震化完了 笹神中学校 校舎 平成 25年度耐震化完了

堀越小学校 校舎 平成 22年度耐震化完了 水原中学校 校舎・屋内体育館 平成 25 年度改築完了

笹岡小学校 校舎・屋内体育館 平成 22 年度耐震化完了 神山小学校 ランチルーム 平成 26年度耐震化完了

安田中学校 校舎・屋内体育館 平成 22 年度耐震化完了 山手小学校 校舎 平成 27年度耐震化予定

安野小学校 校舎・屋内体育館 平成 24 年度耐震化完了

■問い合わせ＝学校教育課 施設係（内線 335）

お
知
ら
せ

熱
中
症
に
な
り
や
す
い

時
期
に
な
り
ま
し
た

　

特
に
乳
幼
児
や
高
齢
者
は
、
熱
中
症

が
重
症
化
し
や
す
い
た
め
注
意
が
必
要

で
す
。

◎
乳
幼
児
に
つ
い
て

　

身
長
が
低
く
地
面
に
近
い
位
置
に
い

る
子
ど
も
は
、
大
人
以
上
に
高
温
の
環

境
下
に
あ
り
ま
す
。
体
温
調
節
機
能
が

未
熟
な
た
め
、
熱
中
症
の
リ
ス
ク
も
高

ま
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
様
子
を
よ
く
観
察
し
、
顔

が
赤
く
、
た
く
さ
ん
汗
を
か
い
て
い
る

と
き
は
、
涼
し
い
場
所
で
水
分
を
補
給

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

◎
高
齢
者
に
つ
い
て

　

年
を
取
る
と
暑
さ
を
感
じ
に
く
く
、
衣

服
で
の
調
節
や
水
分
補
給
も
遅
れ
が
ち

で
す
。
体
温
調
節
機
能
も
低
下
す
る
た
め

室
内
で
も
熱
中
症
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
水
分
補
給
の
タ
イ
ミ
ン

グ
を
決
め
て
お
い
た
り
、
暑
さ
を
我
慢

せ
ず
ク
ー
ラ
ー
や
扇
風
機
を
使
用
し
た

り
し
ま
し
ょ
う
。

◎
最
新
情
報
は
こ
ち
ら

　

環
境
省
熱
中
症
予
防
情
報
サ
イ
ト

（h
ttp
://w
w
w
.w
b
g
t.e
n
v
.g
o
.jp
/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

成
人

係
（
内
線
６
２
１
）

05 月 28 日入札
建設工事等発注状況

工事（委託業務・物品）名 請負（納入）業者 請負（納入）金額 落札率 入札方法 期間 入札者数

水原本町商店街アーケード仮設電灯
設備改修工事

㈱丸山電業社 2,246,400 円 98.9% 指名競争 H27.06.30 5

嘉瀬島 240 号線ほか ( 小島工区 ) 消
雪パイプその 3工事

㈱ハナザワ 6,210,000 円 96.3% 指名競争 100 日間 6

笹神支所空調熱源設備保守点検業務
委託

菱機工業㈱新潟
支店

1,101,600 円 94.4% 指名競争 H28.03.31 5

安田支所冷暖房機点検業務委託 安田設備工業㈱ 1,080,000 円 100.0% 指名競争 H28.03.31 5

都市下水路維持管理業務委託 ㈲戸田建設 2,570,400 円 96.7% 指名競争 75 日間 4

上下水道局（下水道）公用車賃貸借
㈱佐藤モーター
ス

18,144 円／月 62.2% 指名競争 5年間 3

京ヶ瀬体育館清掃業務委託
㈱アートプラチナ
技研阿賀野支店

32,400 円／月 100.0% 指名競争 3年間 3

京ヶ瀬屋内運動場清掃業務委託
㈱アートプラチナ
技研阿賀野支店

20,610 円／月 100.0% 指名競争 3年間 3

環境センター一般廃棄物（焼却灰）
運搬処分業務委託

㈱アシスト 34,560 円／ｔ 100.0% 指名競争 H28.03.31 3

生涯学習課公用車（ロングバン）賃
貸借

㈱佐藤モーター
ス

39,852 円／月 69.6% 指名競争 6年間 3

阿賀野市下水道施設管理業務委託 ㈱都市環境 3,099,600 円／月 92.7% 指名競争 3年間 5

渡場地区農業集落排水処理施設維持
管理業務委託

㈲安田環境サー
ビス

233,280円／月 94.5% 指名競争 3年間 4

小松地区農業集落排水処理施設維持
管理業務委託

㈲安田環境サー
ビス

292,680円／月 94.5% 指名競争 3年間 4

大和地区農業集落排水処理施設維持
管理業務委託

㈲安田環境サー
ビス

502,200円／月 94.9% 指名競争 3年間 4

笹岡地区農業集落排水処理施設維持
管理業務委託

㈲阿賀衛生工業 183,600円／月 48.1% 指名競争 3年間 5

06 月 04 日入札

工事（委託業務・物品）名 請負（納入）業者 請負（納入）金額 落札率 入札方法 期間 入札者数

公共下水道安田処理区管渠
きょ

更生工事 ㈱帆苅組 4,212,000 円 97.5% 指名競争 120 日間 5

山崎発久線舗装修繕その 2工事 ㈱神山企画 26,784,000 円 97.0%
制限付
一般競争

120 日間 20

嘉瀬島 240 号線ほか（猫山工区）消
雪削井工事

㈱加藤工業所 17,226,000 円 94.7%
制限付
一般競争

120 日間 11

山口南 41-3 号管渠工事 五百川組 18,198,000 円 95.4%
制限付
一般競争

155 日間 16

下ノ橋 554-2 号管渠工事 ㈱ライズビルド 15,120,000 円 97.8%
制限付
一般競争

145 日間 15

安田中学校屋内体育館天井改修設計
業務委託

太陽設計㈱ 1,152,360 円 63.7% 指名競争 H27.11.30 4

排水調整池清掃委託 ㈲韮澤建設 712,800 円 96.2% 指名競争 30 日間 4

第 37-1 計画区 官民境界確認調査 ㈱北辰計画 1,598,400 円 93.7% 指名競争 100 日間 3

「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」（平成 13 年 4月 1日施行）に基づき公表するものです。
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お
知
ら
せ

発
行
総
額
７
２
０
０
万
円

あ
が
の
美
味
し
い
お
米

商
品
券
を
発
行
し
ま
す

　

阿
賀
野
市
産
米
限
定
の
商
品
券
を
発

行
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

▼
販
売
開
始
日
＝
8
月
1
日
（
土
）

▼
販
売
時
間
＝
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

※ 

な
く
な
り
次
第
、終
了
と
な
り
ま
す
。

▼
販
売
場
所
＝
Ｊ
Ａ
北
蒲
み
な
み
本
店

（
土
橋
２
９
７
）

▼
販
売
価
格
＝
1
セ
ッ
ト
1
万
円
（
千

円
券
×
12
枚
つ
づ
り
・
2
千
円
お
得
）

▼
購
入
限
度
額
＝
1
人
5
セ
ッ
ト
（
5

万
円
）

▼
使
用
期
間
＝
9
月
1
日
（
火
）
〜
12

月
30
日
（
水
）

※ 

期
間
経
過
後
は
、無
効
と
な
り
ま
す
。

▼
使
用
可
能
店
舗
＝
市
内
の
取
扱
加
盟

店
の
み
使
用
可
能
で
す
。

※ 

加
盟
店
は
、
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、

チ
ラ
シ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
取
扱
加
盟
店
を
募
集
し
ま
す

▼
対
象
＝
市
内
に
本
店
・
支
店
を
有
す

る
米
販
売
登
録
出
荷
業
者
や
農
業
法

人
、
米
穀
小
売
店

▼
申
込
方
法
＝
Ｊ
Ａ
北
蒲
み
な
み
本
店

に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
持
参
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限
＝
7
月
17
日
（
金
）

▼
換
金
方
法
＝
取
扱
加
盟
店
が
Ｊ
Ａ
北

蒲
み
な
み
本
店
へ
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
後
日
、
指
定
口
座
へ
振
り
込
み
ま

す
。

▼
事
務
手
数
料
＝
商
品
券
額
面
の
3
％

（
換
金
時
に
徴
収
）

▼
換
金
期
間
＝
9
月
8
日
（
火
）
〜
平

成
28
年
1
月
8
日
（
金
）

◎ 

取
扱
加
盟
店
募
集
の
説
明
会
を
開
催

し
ま
す　

▼
日
時
＝
7
月
24
日
（
金
）
午
後
1
時

30
分
〜

▼
会
場
＝
Ｊ
Ａ
北
蒲
み
な
み
本
店

▼
問
い
合
わ
せ

・ 

Ｊ
Ａ
北
蒲
み
な
み
本
店 

購
買
課
・

営
農
課

　

☎
62
‐
１
０
０
０

　

Ⓕ
62
‐
７
４
２
８

・ 

農
林
課 

農
林
振
興
係
（
内
線
６
７
１
）

申
請
を
受
付
中
！

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
・
虹
の
架

け
橋
住
宅
取
得
支
援
事
業

　

市
で
は
、
市
内
の
住
宅
等
を
市
内
の

施
工
業
者
を
利
用
し
て
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
を
行
う
場
合
、
そ
の
費
用
の
一
部
に

対
し
て
補
助
金
を
交
付
す
る
「
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
」
と
、
45
歳
未
満

（
4
月
1
日
現
在
）
で
市
内
に
住
宅
を

取
得
す
る
場
合
、
そ
の
費
用
の
一
部
に

対
し
て
補
助
金
を
交
付
す
る
「
虹
の
架

け
橋
住
宅
取
得
支
援
事
業
」
の
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

対
象
や
補
助
金
額
な
ど
詳
し
く
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
建
設
課 

都
市
計
画

建
築
係
（
内
線
３
１
８
）

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
な
い
で

「
心こ

こ

カ
フ
ェ
絆
」
に

話
し
に
来
ま
せ
ん
か

　

「
何
と
な
く
学
校
に
行
き
た
く
な
い
」

「
う
ち
か
ら
出
ら
れ
な
い
」「
仕
事
に
就

く
気
に
な
れ
な
い
」
…
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
で
悩
ん
で
い
る
人
や
そ
の
家
族
の

皆
さ
ん
が
気
軽
に
集
ま
り
、
安
心
し
て

気
持
ち
を
語
り
合
え
る
お
し
ゃ
べ
り
の

場
で
す
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
7
月
10
日
（
金
）
午
後
7
時

〜
9
時

※ 

都
合
の
つ
く
時
間
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。

※ 

開
催
日
は
、
偶
数
月
が
第
2
日
曜
の

午
前
10
時
〜
正
午
、
奇
数
月
が
第
2

金
曜
の
午
後
7
時
〜
9
時
で
す
〔
8

月
・
1
月
は
開
催
し
ま
せ
ん
。
次
回

は
9
月
11
日
（
金
）
午
後
7
時
〜
9

時
に
開
催
し
ま
す
〕。

▼
会
場
＝
天
朝
山
文
化
交
流
の
家

▼
参
加
費
＝
１
０
０
円
（
茶
菓
代
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市

民
ネ
ッ
ト
あ
が
の　

蛭え
び

子す　

☎
62
‐

０
６
４
９

募 　

集 

旬
の
地
場
産
野
菜
と
果
物
を
楽
し
も
う

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
収
穫
と
夏

野
菜
の
ピ
ク
ル
ス
作
り
体
験

　

は
じ
め
の
い
っ
ぽ
開
催
実
行
委
員
会

で
は
、
体
験
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
8
月
1
日
（
土
）
午
前
8
時

30
分
〜
正
午（
午
前
8
時
15
分
〜
受
付
）

▼
会
場

・ 

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
収
穫
…
山
倉
新
田
圃
場

・ 

夏
野
菜
の
ピ
ク
ル
ス
作
り
…
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
京
和
荘
2
階
「
調
理
実
習
室
」

※ 

市
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

▼
集
合
場
所
＝
市
役
所
正
面
玄
関
前

▼
定
員
＝
先
着
20
名
（
親
子
可
。
た
だ

し
、
子
ど
も
は
就
園
児
以
上
）

▼
参
加
費
＝
１
５
０
０
円
／
人

▼
持
ち
物
＝
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
巾

▼
申
込
期
限
＝
7
月
16
日
（
木
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
農
林
課 

農
林
企
画
係
（
内
線
６
７
６
）

※ 

「
は
じ
め
の
い
っ
ぽ
」
は
、
女
性
が

積
極
的
に
社
会
や
経
営
に
参
画
し
て

い
く
た
め
、
農
村
地
域
に
お
け
る
男

女
共
同
参
画
を
考
え
、
啓
発
、
推
進

を
目
的
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
近
年
は
、
若
い
農
業
女
性

の
交
流
ま
た
は
農
家
と
消
費
者
の
交

流
の
場
の
提
供
な
ど
幅
広
い
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
市
民
参
加
型
セ
ミ
ナ
ー

企
画
・
実
行
委
員
募
集

　

市
で
は
、
子
育
て
・
労
働
・
健
康
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
を
通
じ
て
、

身
近
な
視
点
か
ら
見
た
男
女
の
在
り
方

に
つ
い
て
語
り
合
い
、
考
え
て
み
る
セ

ミ
ナ
ー
の
企
画
・
実
行
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

　

日
頃
の
思
い
を
話
し
合
え
る
場
を
一

緒
に
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

◎
参
考
…
平
成
26
年
度
の
活
動

・ 

映
画
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」
上

映
会
開
催
。

・ 「
夢
と
家
族
の
絆
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
講
演
会
開
催
。

▼
募
集
人
数
＝
若
干
人

▼
応
募
資
格

・ 

18
歳
以
上
の
市
民
で
、
男
女
共
同
参

画
社
会
、女
性
政
策
に
関
心
の
あ
る
人
。

・ 

年
数
回
の
企
画
会
議
（
夜
間
開
催
予

定
）
等
に
出
席
可
能
な
人
。

▼
応
募
方
法
＝
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
年
齢
、
応
募
の
動
機
を
記
入
の
上
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
で
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。書
式
は
問
い
ま
せ
ん
。

▼
応
募
期
限
＝
7
月
10
日
（
金
）

▼
そ
の
他
＝
委
員
活
動
に
対
す
る
報
酬

等
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
協

働
推
進
課 

市
民
協
働
推
進
係
（
内
線

６
０
３
）

Ⓕ
62
‐
０
２
８
１

s
h
im
in
k
y
o
d
o
@
c
ity
.a
g
a
n
o
.

n
iig
ata.jp

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

阿賀野市職員を募集します

　阿賀野市職員の採用試験を行います。

■採用予定日＝平成 28 年 4月 1日

■試験日・会場＝ 第 1 次試験…9月 20 日 ( 日 )・新潟第一高等学校／第 2次試験…11 月上旬～下旬・阿賀野市

役所（予定）

■受付期間＝ 7 月 1 日 ( 水 ) ～ 24 日 ( 金 )　※郵送の場合、消印有効

■職種（試験区分）、採用予定人員、受験資格、申込方法、申込書の請求先、受付時間、提出先・問い合わせ

○阿賀野市役所

職種

（試験区分）

社会福祉士

（上級）

一般行政職

（初級）

一般行政職〔障がい者〕

（初級）

一般行政職

〔民間企業等経験者枠〕

採用予定人員 1 人程度 若干人 1人程度 若干人

受験資格

・ ・ 昭 和 61 年 4 月 2 日

以降に生まれた人

・ ・ 社会福祉士免許取得

者または平成 28 年 3

月 31 日までに免許取

得見込みの人

・ ・ 平成 6 年 4 月 2 日か

ら平成 10 年 4月 1日

までに生まれた人

・ ・ 身体障害者手帳の交

付を受けている人

・ ・ 昭 和 51 年 4 月 2 日

から平成 10 年 4 月 1

日までに生まれた人

・ ・ 自力通勤ができ、介

護者なしに職務の遂

行が可能な人

・ ・ 活字印刷文による出

題および口述による

面接に対応できる人

・ ・ 昭 和 55 年 4 月 2 日

から昭和 61 年 4 月 1

日までに生まれた人

・ ・ 民間企業等における

職務経験を 5 年以上

有する人（平成 27 年

6月 30 日現在）

申込方法

① 受験申込書に所要事項を記入・押印し、写真（上半身正面、無帽、縦 4

㎝×横 3㎝）1枚を貼り、他に 2枚（裏面に氏名を記載）を添付して

市役所総務課に直接持参するか、郵送で提出してください｡

　※ 郵送する場合には、封筒に「職員採用試験申込書在中」と朱書し、

書留等確実な方法をとってください。

② 試験案内と受験申込書は市役所総務課にあります。

③ 郵送により受験申込書を請求する場合は、住所、氏名、受験申込書

を請求する旨を記載し、返信用の角形 2号封筒（140 円切手を貼っ

たもの）を同封してください ｡

　※受験申込書は市のホームページからも印刷可能です。

左記に倣いますが、申

込書の他に職務経歴書

の提出が必要です。

申込書の請求先 阿賀野市役所 総務部 総務課 人事係（〒 959-2092 阿賀野市岡山町 10‐15）

受付時間 午前 8時 30 分～午後 5時 15 分（土曜・日曜・祝日を除く）

提出先・問い合わせ 市役所 総務課 人事係（内線 286）

○阿賀野市消防本部

職種

（試験区分）

消防

（初級）

採用予定人員 4 人程度

受験資格 平成 3年 4月 2日から平成 10 年 4月 1日までに生まれた人

申込方法

① 受験申込書に所要事項を記入・押印し、写真（上半身正面、無帽、縦 4㎝×横 3㎝）1枚を貼り、

他に 2枚（裏面に氏名を記載）を添付して市消防本部に直接持参してください。

　※受付時に体力測定を実施しますので、運動のできる服装と運動靴を持参してください。

② 試験案内と受験申込書は市消防本部および市役所総務課にあります。

③ 郵送により受験申込書を請求する場合は、住所、氏名、受験申込書を請求する旨を記載し、

返信用の角形 2号封筒（140 円切手を貼ったもの）を同封してください ｡

　※受験申込書は市のホームページからも印刷可能です。

申込書の請求先 阿賀野市消防本部 総務課（〒 959-2003 阿賀野市安野町 14‐4または阿賀野市役所 総務課 人事係）

受付時間 午前 8時 30 分～午後 5時 15 分（毎日）

提出先・問い合わせ 市消防本部 総務課

■その他＝詳しくは、試験案内をご覧ください。



■お知らせ版 ■お知らせ版

21 20平成 27 年 7 月号 平成 27 年 7 月号

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
阿
賀
野
市
総
合
型
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

◎ 

や
ろ
で
ば
! 

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
!! 

　

夏
休
み
を
家
で
じ
っ
と
し
て
い
る
の

は
も
っ
た
い
な
い
。
運
動
し
た
り
、
宿

題
し
た
り
、
み
ん
な
一
緒
に
楽
し
み
ま

せ
ん
か
？

▼
日
時
＝
8
月
4
日
（
火
）、10
日
（
月
）

午
前
9
時
集
合
、
午
後
1
時
解
散

※
時
間
厳
守
で
送
迎
願
い
ま
す
。

▼
会
場
＝
笹
神
体
育
館
、
笹
神
屋
内
運

動
場
な
ど
▼
集
合
・
解
散
場
所
＝
笹
神

体
育
館
▼
対
象
＝
小
学
2
〜
6
年
生

▼
内
容
＝
運
動
や
自
主
学
習
の
時
間
を

設
け
、
昼
食
後
解
散
し
ま
す
。
▼
定
員

＝
先
着
15
人
▼
参
加
費
＝
会
員
・
非
会

員
と
も
2
千
円
（
お
や
つ
・
弁
当
代
、

保
険
料
込
み
）
▼
そ
の
他
＝
平
成
27
年

度
こ
ど
も
の
体
力
向
上
支
援
事
業
（
市

補
助
金
事
業
）。
事
業
の
詳
細
は
、
申

し
込
み
時
に
お
伝
え
し
ま
す
。

◎ 

阿
賀
野
市
散
策
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

　

（
７
月
コ
ー
ス
）

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ポ
ー
ル
を
使
っ
て
、

市
内
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
楽
し

く
散
策
し
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
＝
7
月
31
日
（
金
）
午
前
9
時

30
分
〜
11
時
30
分
▼
会
場
＝
村
杉
・
出

湯
地
内
（
五
頭
温
泉
郷
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
）
▼
集
合
場
所
＝
五
頭
山
麓
う

ら
ら
の
森
「
駐
車
場
」
▼
参
加
費
＝
会

員
５
０
０
円
、
非
会
員
８
０
０
円
（
保

険
料
込
み
）
▼
持
ち
物
＝
飲
み
物
、
タ

オ
ル
、
上
履
き
（
雨
天
の
場
合
）

▼
そ
の
他
＝
運
動
の
で
き
る
服
装
で
お

い
で
く
だ
さ
い
。
雨
天
の
場
合
は
、
笹

神
体
育
館
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
運
動
を

行
い
ま
す
。

▼
共
催
＝
市
教
育
委
員
会

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
阿
賀
野
市
総
合
型
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
笹
神
体
育
館
内
・
平
日
、
午
前
9
時

〜
午
後
5
時
）
☎
61
‐
２
１
１
１

市
民
の
掲
示
板

選
手
＆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

フ
ロ
ア
ホ
ッ
ケ
ー

▼
日
時
＝
7
月
12
日
（
日
）、
26
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
正
午
▼
会
場
＝
京
ヶ
瀬
小

学
校
「
体
育
館
」
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
持

ち
物
＝
運
動
靴
、
手
袋
、
飲
み
物
、
タ
オ

ル
▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要
。
運
動

の
で
き
る
服
装
で
参
加
く
だ
さ
い
。ま
た
、

日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
確
認
の
上
、
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
主
催
＝
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
日
本
・
新
潟
・
阿
賀
野

▼
問
い
合
わ
せ
＝
コ
ス
モ
ス
活
動
所　

山
崎　

☎
63
‐
２
０
５
０

参
加
者
募
集

け
ん
こ
つ
体
操
教
室

　

年
齢
や
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。
タ
オ

ル
と
椅
子
を
使
っ
て
、
楽
し
く
筋
力
を

維
持
・
向
上
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
＝
毎
週
水
曜
、
午
後
1
時
30
分

〜
2
時
30
分
▼
会
場
＝
安
田
公
民
館

「
大
集
会
室
」
▼
講
師
＝
金
沢
千
香
子

氏
（
レ
イ
ン
ボ
ー
健
康
体
操
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
）
▼
参
加
費
＝
５
０
０
円
／

回
▼
持
ち
物
＝
長
め
の
タ
オ
ル
、
飲
み

物
、
上
履
き
▼
そ
の
他
＝
日
時
・
会
場

は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
安
田
け
ん
こ
つ
体
操

教
室　

栗
原　

☎
０
９
０
‐
１
６
５
３

‐
０
１
５
１

歴
史
講
演
会

▼
日
時
＝
7
月
5
日
（
日
）
午
後
6
時

30
分
〜
▼
会
場
＝
福
祉
会
館「
遊
戯
室
」

▼
演
題
＝
「
戦
国
時
代
秘
話
」
▼
講
師

＝
横
山
勝
栄
氏
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン

タ
ー
歴
史
講
座
講
師
）
▼
聴
講
＝
無
料

▼
主
催
＝
縄
文
研
鑽
倶
楽
部

▼
問
い
合
わ
せ
＝
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
シ
ン
パ
シ
ー
本
部
・
講
演
係　

☎
62

‐
９
１
８
０

京
ヶ
瀬
で

ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
を

習
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　

個
々
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
内
容

で
、
楽
し
く
、
熱
く
練
習
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
毎
週
土
曜
、
午
後
6
時
〜
9

時
30
分
▼
会
場
＝
京
ヶ
瀬
公
民
館
「
大

会
議
室
」
▼
対
象
＝
5
歳
〜
※
上
限
は

あ
り
ま
せ
ん
。
▼
参
加
費
＝
初
回
体
験

…
千
円
※
見
学
は
無
料
▼
持
ち
物
＝
タ

オ
ル
、
飲
み
物
、
上
履
き
▼
そ
の
他
＝

運
動
の
で
き
る
服
装
で
お
い
で
く
だ
さ

い
。練
習
が
な
い
日
も
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
ラ
イ
フ 

オ
ブ 

ザ 

パ
ー
テ
ィ　

加
藤　

☎
０
９
０
‐

５
５
５
３
‐
４
６
７
０

講
座
・
教
室

水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館

そ
ば
打
ち
体
験
会

▼
日
時
＝
7
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午
（
毎
月
第
3
日
曜
）

▼
内
容
＝
そ
ば
打
ち
体
験
と
試
食
会

▼
参
加
費
＝
１
５
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業

歴
史
資
料
館　

☎
63
‐
１
７
２
２

安
田
甚
句
講
習
会

　

安
田
甚
句
を
す
て
き
に
踊
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
、
8
月
2
日
（
日
）
の
だ
し

の
風
ま
つ
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？ 

笛
や
太
鼓
な
ど
に
興
味
が
あ
る
人
の
参

加
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
7
月
23
日
（
木
）
午
後
7
時

30
分
〜
8
時
30
分
▼
会
場
＝
安
田
公
民

館
「
憩
い
室
」
▼
講
師
＝
安
田
民
謡
協

会
▼
定
員
＝
先
着
20
人
▼
参
加
費
＝
無

料
▼
持
ち
物
＝
飲
み
物
、
汗
拭
き
タ
オ

ル
▼
申
込
期
限
＝
7
月
15
日
（
水
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
安
田
公

民
館

ス
ポ
ー
ツ

第
12
回

親
子
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会

▼
日
時
＝
8
月
23
日
（
日
）
午
前
9
時

〜
開
会
式
（
午
前
8
時
30
分
〜
受
付
）

▼
会
場
＝
水
原
野
球
場
▼
対
象
＝
市
内

在
住
の
小
中
学
生
と
、
父
母
、
祖
父
母
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
会
員
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
申
込
期
限
＝
8
月
14
日（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
市
体
育

協
会　

☎
25
‐
７
６
１
３

平
成
27
年
度

夏
季
弓
道
大
会

▼
日
時
＝
7
月
12
日
（
日
）
午
前
9
時

30
〜
正
午
▼
会
場
＝
水
原
総
合
体
育
館

「
弓
道
場
」
▼
対
象
＝
弓
道
経
験
の
あ

る
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
▼
種
目

＝
高
校
の
部
、
一
般
の
部
、
個
人
戦
12

射
▼
賞
＝
各
5
位
ま
で
（
賞
状
は
3
位

ま
で
）
▼
参
加
費
＝
２
０
０
円
▼
申
込

期
限
＝
7
月
8
日
（
水
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
市
体
育

協
会　

☎
25
‐
７
６
１
３

募 　

集 

水
原
ま
つ
り
「
民
踊
流
し
」

「
地じ

方か

た

」
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

水
原
ま
つ
り
の
民
踊
流
し
で
は
、「
地

方
」
と
呼
ば
れ
る
太
鼓
・
樽た

る

・
笛
・
歌

い
手
に
よ
っ
て
水
原
甚
句
が
演
奏
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て
「
地
方
」

と
な
り
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て
み
ま

せ
ん
か
。
ま
つ
り
民
踊
部
会
の
ス
タ
ッ

フ
が
親
切
・
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
8
月
24
日
（
月
）
午
後
7
時

20
分
〜
8
時
30
分

※ 

練
習
日
程
・
場
所
な
ど
詳
し
く
は
、

申
し
込
み
時
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
ま

つ
り
実
行
委
員
会 

民
踊
部　

皆
川　

☎
62
‐
２
８
４
１

水
原
ま
つ
り
「
民
踊
流
し
」

参
加
団
体
大
募
集

〜
行
く
夏
を
お
し
み
、
み
ん
な
で

              

お
ど
り
ま
し
ょ
う
！
〜

　

踊
り
は
「
水
原
甚
句
」
で
服
装
は
自

由
で
す
。
ぜ
ひ
職
場
・
グ
ル
ー
プ
で
参

加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
8
月
24
日
（
月
）
午
後
7
時

20
分
〜
8
時
30
分

▼
場
所
＝
水
原
本
町
商
店
街
（
お
ん
こ

茶
屋
前
〜
水
原
代
官
所
前
）

▼
申
込
期
限
＝
7
月
14
日
（
火
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
ま

つ
り
実
行
委
員
会 

民
踊
部
事
務
局
（
商

工
観
光
課
内
・
内
線
３
４
３
）

平
成
27
年
度

市
臨
時
職
員
の
登
録
を

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

　

市
で
臨
時
職
員
を
雇
用
す
る
場
合
、

登
録
し
て
い
る
人
の
中
か
ら
採
用
し
ま

す
。
勤
務
条
件
な
ど
は
、
雇
用
す
る
課

か
ら
連
絡
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
登
録
さ
れ
て
も
必
ず
臨
時

職
員
と
し
て
雇
用
す
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
雇
用
見
込
み
に
つ
い
て
も
回
答
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
原
則
と
し
て
市
内
在
住
の
人

▼
登
録
期
間
＝
登
録
台
帳
提
出
日
〜
平

成
28
年
3
月

▼
登
録
職
種
＝
一
般
事
務
、
調
理
員
、

看
護
師
、
介
護
保
険
訪
問
調
査
員
、
介

護
福
祉
士
な
ど

▼
提
出
書
類
＝
次
の
い
ず
れ
か
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

① 

登
録
台
帳
…
総
務
課
人
事
係
や
各
支

所
に
あ
り
ま
す
。（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
）

② 

市
販
の
履
歴
書
…
勤
務
時
間
や
希
望

職
種
な
ど
も
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

①
②
と
も
写
真
を
貼
付
。

 

▼
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課  

人
事
係
（
内
線
２
８
３
）

川
で
あ
そ
ぼ
う

エ
コ
あ
そ
び
虫

▼
日
時
＝
8
月
9
日
（
日
）
午
前
8
時

30
分
〜
11
時
30
分

▼
会
場
＝
五
頭
連
峰
少
年
自
然
の
家

▼
対
象
＝
小
学
生

▼
定
員
＝
先
着
50
人

※ 

小
学
3
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

参
加
者
が
少
数
の
場
合
は
中
止
し
ま

す
。

▼
内
容
＝
沢
登
り
（
川
遊
び
）

▼
持
ち
物
＝
申
し
込
み
後
に
「
参
加
の

し
お
り
」
を
お
渡
し
し
ま
す
。

▼
参
加
費
＝
２
０
０
円
（
当
日
徴
収
。

保
険
料
、
飲
み
物
代
な
ど
）

▼
申
込
方
法
＝
印
鑑
持
参
の
上
、
安
田

体
育
館
、
笹
神
体
育
館
、
京
ヶ
瀬
支
所
市

民
ス
ポ
ー
ツ
係
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限
＝
7
月
21
日
（
火
）

※ 

平
日
の
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
受
け

付
け

▼
主
催
＝
阿
賀
野
市
、
市
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
協
議
会

▼
問
い
合
わ
せ
＝
安
田
公
民
館

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
!!

首
都
圏
京
ヶ
瀬
会
総
会

　

首
都
圏
在
住
の
京
ヶ
瀬
地
区
出
身
者

な
ど
で
組
織
し
、
交
流
活
動
を
行
っ
て

い
る
「
首
都
圏
京
ヶ
瀬
会
」
の
総
会
が
、

今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時
＝
7
月
12
日
（
日
）
午
前
11
時

〜
午
後
3
時

▼
会
場
＝
東
天
紅
上
野
本
店
（
東
京
都

台
東
区
）

▼
参
加
費
＝
１
万
円
（
当
日
徴
収
。
バ

ス
代
込
み
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
商
工
観

光
課
（
内
線
３
２
０
）

平
成
27
年
度

新
潟
県
統
計
グ
ラ
フ
コ

ン
ク
ー
ル
作
品
募
集
中

　

県
内
の
小
学
生
以
上
の
人
な
ら
、
ど

な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

▼
課
題
（
テ
ー
マ
）
＝
自
由
で
す
。
た

だ
し
、
小
学
４
年
生
以
下
の
児
童
は
、

自
ら
観
察
・
調
査
し
た
結
果
を
グ
ラ
フ

に
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

▼
用
紙
の
大
き
さ
＝
Ｂ
2
判
（
72
・
8

㎝
×
51
・
5
㎝
）
の
用
紙
で
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
＝
パ
ソ
コ
ン
で
作
っ
た
作
品

も
応
募
で
き
ま
す
。
入
選
作
品
は
「
統

計
グ
ラ
フ
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
県
代

表
作
品
と
し
て
応
募
さ
れ
ま
す
。
詳
し

く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
に
い
が
た

県
統
計
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」（http

://w
w
w
.p
ref.

niig
ata.lg

.jp
/to
kei/

）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
実
施
要
領
、
過
去
の
入
選
作
品
、
各

種
統
計
デ
ー
タ
等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
期
限
＝
9
月
4
日
（
金
）

▼
主
催
＝
新
潟
県
・
県
統
計
協
会

▼
後
援
＝
県
教
育
委
員
会
ほ
か

▼
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
＝
新
潟
県 

統
計
課 

統
計
情
報
班　

☎
０
２
５
‐

２
８
０
‐
５
９
０
２

平
成
27
年
度

自
衛
官
募
集

◎
航
空
学
生
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
養
成
）

▼
資
格
＝
高
校
を
卒
業
し
た
人
（
卒
業

見
込
者
を
含
む
）
か
つ
21
歳
未
満
の
人

▼
受
付
期
間
＝
8
月
1
日
（
土
）
〜
9

月
8
日
（
火
）

▼
試
験
日
＝
9
月
23
日
（
水
・
祝
）

◎
一
般
曹
候
補
生

▼
資
格
＝
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

（
平
成
27
年
4
月
1
日
現
在
）

▼
受
付
期
間
＝
8
月
1
日
（
土
）
〜
9

月
8
日
（
火
）

▼
試
験
日
＝
9
月
18
日（
金
）、19
日（
土
）

※ 

期
日
に
よ
り
試
験
会
場
が
異
な
り
ま

す
。

◎
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

▼
資
格
＝
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

人
（
採
用
予
定
月
の
1
日
現
在
）

▼
受
付
期
間
＝
通
年

▼
試
験
日
＝
受
付
後
指
定

◎
自
衛
官
候
補
生
（
女
子
）

▼
資
格
＝
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

（
平
成
27
年
4
月
1
日
現
在
）

▼
受
付
期
間
＝
8
月
1
日
（
土
）
〜
9

月
8
日
（
火
）

▼
試
験
日
＝
9
月
25
日
（
金
）
〜
29
日

（
火
）
の
指
定
す
る
1
日

※
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
自
衛
隊
新
発
田

地
域
事
務
所　

☎
０
２
５
４
‐
26
‐

５
６
１
９

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

健
康
・
子
育
て

市
民
講
座
を
開
催
し
ま
す

　

水
原
郷
病
院
の
医
師
が
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
病
気
の
予
防
と
健
康
で
過
ご
す

た
め
の
ヒ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
神
経
内
科
が
専
門
で
、
認

知
症
や
難
病
の
患
者
を
大
勢
診
察
し
て

き
た
経
験
豊
富
な
医
師
が
、
認
知
症
の

予
防
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
7
月
13
日
（
月
）
午
後
2
時

〜
3
時

▼
会
場
＝
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階

「
研
修
室
」

▼
講
師
＝
佐
々
木
彰
一
氏
（
水
原
郷
病

院
神
経
内
科
部
長
・
前
東
京
女
子
医
科

大
学
准
教
授
）

▼
演
題
＝
「
認
知
症
を
予
防
す
る
た
め

に
、
あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
」

▼
問
い
合
わ
せ
＝
地
域
医
療
推
進
課  

地
域
医
療
推
進
係
（
内
線
２
８
８
）

在
宅
医
療
講
演
会
を

開
催
し
ま
す

　

新
発
田
地
域
在
宅
医
療
連
絡
協
議
会

で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
在
宅
医
療
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
著
書
に
「
病
院
で
も
家
で

も
満
足
し
て
大
往
生
す
る
１
０
１
の
コ

ツ
」
や
「
長
尾
和
宏
の
死
の
授
業
」
な

ど
が
あ
る
長
尾
和
宏
氏
を
講
師
に
迎

え
、
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
平
穏
な
最
期

を
迎
え
る
た
め
に
必
要
な
10
の
条
件
に

つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
7
月
18
日
（
土
）
午
後
5
時

30
分
〜
7
時

▼
会
場
＝
月
岡
ニ
ュ
ー
ホ
テ
ル
冠
月

（
新
発
田
市
月
岡
温
泉
１
３
０
）

▼
演
題
＝
「
平
穏
死
10
の
条
件
」

▼
講
師
＝
長
尾
和
宏
氏
（
兵
庫
県
尼
崎

市
・
長
尾
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

▼
問
い
合
わ
せ

・ 
新
発
田
地
域
振
興
局 

健
康
福
祉
環

境
部 
企
画
調
整
課　

☎
０
２
５
４
‐

22
‐
５
１
０
４

・ 

健
康
推
進
課 
健
康
づ
く
り
係
（
内

線
６
３
４
）

・ 

地
域
医
療
推
進
課 
地
域
医
療
推
進

係
（
内
線
２
８
８
）

風
し
ん
予
防
接
種
費
用

の
一
部
助
成
を
し
ま
す

　

妊
婦
の
感
染
防
止
や
先
天
性
風
し
ん

症
候
群
の
発
生
防
止
の
た
め
、
風
し
ん

予
防
接
種
費
用
の
一
部
助
成
を
実
施
し

ま
す
。

▼
実
施
期
間
＝
平
成
28
年
3
月
31
日

（
木
）
ま
で

※ 

平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
に
接
種
し

た
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
助
成
対
象
＝
接
種
日
に
お
い
て
市
内

に
住
所
を
有
し
、
抗
体
検
査
を
受
検
し

て
抗
体
価
が
低
い
、
ま
た
は
陰
性
（
Ｈ

Ｉ
法
16
倍
以
下
、
Ｅ
Ｉ
Ａ
法
8
・
0
未

満
）
と
判
定
さ
れ
、
次
の
①
か
ら
④
に

該
当
す
る
人

① 

妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

② 

①
の
配
偶
者
（
婚
姻
の
届
け
出
を
し

て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と

同
様
の
事
情
に
あ
る
人
を
含
む
）
等

の
同
居
の
人
（
生
活
空
間
を
同
一
に

す
る
頻
度
が
高
い
人
）

③ 

風
し
ん
抗
体
価
が
低
い
、
ま
た
は
陰

性
で
あ
る
妊
婦
の
配
偶
者
等
の
同
居

し
て
い
る
人

④ 

県
の
抗
体
検
査
で
陰
性
と
な
っ
た
人

※ 

風
し
ん
予
防
接
種
の
接
種
歴
の
あ
る

人
や
風
し
ん
罹り

患か
ん

歴
の
あ
る
人
を
除

く
。

▼
助
成
金
額

・ 

風
し
ん
単
抗
原
ワ
ク
チ
ン
…
4
千
円

・ 

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
…

6
千
円

※ 

自
己
負
担
額
は
接
種
費
用
か
ら
助
成

金
額
を
差
し
引
い
た
金
額
で
す
。
接

種
費
用
は
医
療
機
関
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。

▼
申
請
場
所
＝
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
申
請
方
法

○
こ
れ
か
ら
接
種
を
希
望
さ
れ
る
人

　

「
風
し
ん
検
体
検
査
結
果
が
分
か
る

も
の
」
を
持
参
の
上
、
事
前
に
水
原
保

健
セ
ン
タ
ー
で
助
成
の
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

※ 

申
請
後
、
必
要
書
類
を
お
渡
し
し
ま

す
。

※ 

妊
婦
の
家
族
等
の
場
合
は
、
母
子
健

康
手
帳
を
必
ず
持
参
く
だ
さ
い
。

※ 

県
で
は
、
風
し
ん
抗
体
検
査
の
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
健
康
推
進
課
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※ 

県
の
抗
体
検
査
を
助
成
し
て
い
る
医

療
機
関
で
、
抗
体
検
査
後
に
予
防
接

種
を
受
け
る
場
合
、
事
前
申
請
は
不

要
で
す
。

○
す
で
に
接
種
済
み
の
人

　

風
し
ん
抗
体
検
査
結
果
の
分
か
る
も

の
や
接
種
証
明
書
、
領
収
書
、
振
込
先

口
座
の
分
か
る
も
の
を
持
参
の
上
、
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

母
子

係
（
内
線
６
３
８
）

子
育
て
応
援
カ
ー
ド

新
規
協
賛
店
の
お
知
ら
せ

▼
新
規
協
賛
店

中
華
そ
ば
満
月 

安
田
店
（
保
田
３
０
４
１

‐
1
）
　

☎
47
‐
８
８
３
８

▼
サ
ー
ビ
ス
内
容
＝
麺
注
文
の
お
客
さ

ま
に
限
り
、
大
盛
り
（
50
円
）・
特
盛

り
（
１
０
０
円
）
無
料
。

▼
サ
ー
ビ
ス
開
始
日
＝
7
月
8
日
（
水
）

《
協
賛
店
を
大
募
集
中
！
》

　

「
市
全
体
で
子
育
て
家
庭
を
応
援
す

る
」
と
い
う
趣
旨
に
賛
同
し
、
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
企
業
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
、

料
金
の
割
引
や
ポ
イ
ン
ト
、
景
品
進
呈

な
ど
各
店
で
自
由
に
設
定
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▼
登
録
方
法
＝
「
子
育
て
応
援
カ
ー
ド

事
業
協
賛
企
業
申
込
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
社
会
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所

に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
登
録
受
付
＝
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

子
育
て
応
援
カ
ー
ド
と
は
…

　

15
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
保

護
者
に
交
付
し
て
い
る
カ
ー
ド
で

す
。
協
賛
店
で
カ
ー
ド
を
提
示
す

る
と
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福
祉
課 

児
童

福
祉
係
（
内
線
２
４
２
）

ローンサンデー相談会 ローンサンデー相談会 のご案内のご案内

開催
日時

開催
店舗

7月 26日（日）午前9時～午後3時

本店（阿賀野市土橋297番地）
　　　　　 ☎ 62-1000

ＪＡ北蒲みなみＪＡ北蒲みなみ

　　　　 「ＪＡとの取り引きはこれから」というお客様も、
　　　　 気軽にお問い合わせ・ご相談ください。

■平成 27 年度 集団健 ( 検 ) 診日程表

実施日

午前

（受付：8時～ 10 時）

午後

（受付：1時～1時30分）

会場
一
般
・
特
定
健
診

早
朝
健
診
（
※
１
）

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

胃
が
ん
検
診

大
腸
が
ん
検
診

前
立
腺
が
ん
検
診

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

歯
科
健
診

保
育
ル
ー
ム
（
※
２
）

子
宮
頸け

い

が
ん
検
診

7月13日（月） ● ● ● ● ● ●

ふれあい

会館

14日（火） ● ● ● ● ●

15日（水） ● ● ● ● ● ● ● ●

16日（木） ● ● ● ● ● ●

17日（金） ● ● ● ● ●

21日（火） ● ● ● ● ●

京和荘
22日（水） ● ● ● ● ● ● ● ●

23日（木） ● ● ● ● ● ● ●

24日（金） ● ● ● ● ●

27日（月） ● ● ● ● ● ●

安田体育館

28日（火） ● ● ● ● ●

29日（水） ● ● ● ● ● ●

30日（木） ● ● ● ● ● ● ● ●

31日（金） ● ● ● ● ●

8月31日（月） ● ● ● ● ● ●

水原保健

センター

9月 1日（火） ● ● ● ● ● ●

2日（水） ● ● ● ● ● ● ●

3日（木） ● ● ● ● ●

4日（金） ● ● ● ● ● ● ●

5日（土） ● ● ● ● ●

6日（日） ● ● ● ● ● ●

7日（月） ● ● ● ● ●

8日（火） ● ● ● ● ● ●

9日（水） ● ● ● ● ●

11月27日（金） ● ● ● ● ● ●

29日（日） ● ● ● ● ● ●

　市では、市民の皆さんが健康で元気に過ごせるよ

うに、各種健診やがん検診を行っています。

　申し込みをした人には、受診日の 10 日前までに

受診票を配布します。まだ申し込みをしていない人、

申し込みをしたのに受診票が届いていない人は、連

絡をお願いします。

7 月 13 日（月）から集団健 ( 検 ) 診が始まります

（※１） 早朝健診：午前7時から健診を実施します。

　・・対象＝お勤めしている人

　・・定員＝ 15 人

　・・予約＝ 7 月 3 日（金）から受け付けます。

（※２）保育ルーム

　・・対象＝生後 6か月以上の子ども

　・・定員＝ 5 人　・・保育協力金＝ 100 円

　・・予約＝受診日の10日前までに予約ください。

■ 大切な命を守るために、がん検診を受けましょう！

　死因の第 1位は、悪性新生物（がん）です。しかし、

がん検診を受けて、がんを早期発見できれば、助か

る場合がほとんどです。

　20 歳を過ぎたら子宮頸がん検診を、40 歳を過ぎ

たら胸部レントゲン検査・胃がん検診・大腸がん検

診・乳がん検診を、50 歳を過ぎたら前立腺がん検

診を、習慣化して受けましょう。

■ 予約・問い合わせ＝健康推進課 成人係（内線 621）

♥
朝
ご
は
ん
！  

あ
な
た
の
体
の
目
覚
ま
し
時
計

♥
よ
く
か
ん
で　

み
ん
な
で
食
べ
る
と
お
い
し
い
ね

食
育
メ
ッ
セ
ー
ジ

（広 告）
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い
つ
で
も
、
誰
で
も
、
ど
こ
か
ら
で
も

自
殺
予
防

新
潟
い
の
ち
の
電
話

　

悩
み
や
相
談
に
24
時
間
応
じ
ま
す
。

▼
相
談
電
話

・ 

新
潟
…
☎
０
２
５
‐
２
８
８
‐

４
３
４
３

・ 

新
発
田
…
☎
０
２
５
４
‐
20
‐

４
３
４
３

・ 

村
上
…
☎
０
２
５
４
‐
53
‐
４
３
４
３

※ 

い
ず
れ
か
の
電
話

番
号
に
お
か
け
く

だ
さ
い
。

精
神
科
医
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

▼
対
象
＝
こ
こ
ろ
の
病
に
つ
い
て
相
談

し
た
い
人
（
家
族
も
含
む
）

▼
日
時
＝
7
月
21
日
（
火
）
午
後
1
時

30
分
〜
4
時
（
1
人
30
分
程
度
）
※
予

約
制
▼
会
場
＝
新
発
田
地
域
振
興
局

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田

地
域
振
興
局 

地
域
保
健
課

☎
０
２
５
４
‐
26
‐
９
１
３
３

保
健
師
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
日

　

ス
ト
レ
ス
の
多
い
社
会
、
こ
こ
ろ
の

病
で
悩
む
人
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
悩
み
に
、
保
健
師
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
来
所
相
談
、
毎
週
水
曜
・
午

前
9
時
〜
午
後
4
時
（
第
2
・
第
4
水

曜
以
外
は
要
予
約
）
※
相
談
日
以
外
で

も
随
時
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
会
場
＝
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推

進
課　

☎
61
‐
２
４
７
４

年
金
相
談

▼
期
日
＝
7
月
16
日
（
木
）

▼
時
間
＝
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
会
場
＝
市
役
所
1
階
「
第
1
多
目
的

ホ
ー
ル
」
※
相
談
は
予
約
制

▼
予
約
先
＝
新
発
田
年
金
事
務
所

☎
０
２
５
４
‐
23
‐
２
１
２
８

▼
予
約
時
に
必
要
な
こ
と
＝
氏
名
、
住

所
、
基
礎
年
金
番
号
、
電
話
番
号
、
希

望
の
相
談
開
始
時
間
お
よ
び
相
談
内
容

等▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

国
保

年
金
係
（
内
線
２
２
４
）

健
康
・
子
育
て

病
児
保
育
室
が
さ
ら
に

使
い
や
す
く
な
り
ま
し
た

　

水
原
郷
病
院
の
敷
地
内
に
あ
る
病
児

保
育
室
「
お
ひ
さ
ま
」
で
は
、
医
師
連

絡
票
の
取
扱
医
療
機
関
を
拡
大
し
、
さ

ら
に
使
い
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

▼
医
師
連
絡
票
の
新
規
取
扱
医
療
機
関

と
み
や
ま
医
院
（
新
潟
市
北
区
太
田

５
５
９
４
‐
3
） 

◎
医
師
連
絡
票
発
行
に
伴
う
文
書
料

・ 

市
内
在
住
の
人
は
、
各
月
の
初
回
の

発
行
は
無
料
で
す
が
、
2
回
目
以
降

の
発
行
は
文
書
料
が
発
生
し
ま
す
。

・ 

市
外
在
住
で
市
内
勤
務
の
人
は
、
発

行
の
都
度
、
文
書
料
が
発
生
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

・ 

病
児
保
育
室
「
お
ひ
さ
ま
」　

☎
63
‐

８
０
５
１

・ 

社
会
福
祉
課 

児
童
福
祉
係
（
内
線

２
４
１
）

子
育
て
親
子
カ
フ
ェ

「
花
ど
け
い
」

　

子
育
て
に
奮
闘
中
の
マ
マ
さ
ん
、
パ

パ
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▼
期
日
＝
7
月
13
日
（
月
）、27
日
（
月
）

※
第
2
・
第
4
月
曜

▼
時
間
＝
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
会
場
＝
市
立
図
書
館「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

※ 

開
催
日
は
図
書
館
休
館
日
で
す
が
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
み
開
放
し
て
い
ま
す
。

▼
内
容

○ 

7
月
13
日
（
月
） 

※
共
通
メ
ニ
ュ
ー

　

「
自
由
遊
び
の
日
」

　

暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
図
書

館
職
員
と
一
緒
に
、
こ
の
季
節
に
ぴ
っ

た
り
の
絵
本
や
わ
ら
べ
歌
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

○ 

7
月
27
日
（
月
）
※
月
別
メ
ニ
ュ
ー

　

「
夏
祭
り
」

　

大
人
気
の
夏
祭
り
！ 

手
作
り
の
お

店
で
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
お
面
を
も
ら
っ
た
り
、
み
ん

な
で
ワ
イ
ワ
イ
楽
し
み
ま
し
ょ
う

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
未
就
園
児
と
そ

の
保
護
者

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
持
ち
物
＝
マ
イ
カ
ッ
プ
（
保
護
者

用
）、
保
育
に
必
要
な
も
の
（
お
む
つ
、

帯
な
ど
）

※ 

子
ど
も
の
飲
み
物
が
必
要
な
人
は
各

自
用
意
く
だ
さ
い
（
お
や
つ
は
遠
慮

く
だ
さ
い
）。

▼
主
催
＝
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

〝
い
ち
ご
み
る
く
〞

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
立
図
書
館

母
子
健
康
手
帳
の
交
付

　

毎
週
水
曜
、
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

に
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
で
母
子
健
康
手

帳
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
交
付
を
希
望

す
る
人
は
、
医
療
機
関
で
発
行
さ
れ
た

「
妊
娠
届
出
書
」
を
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

母
子

係
（
内
線
６
３
８
）

7
月
の
お
は
な
し
会

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
歌
、

手
遊
び
を
行
い
ま
す
。

◎
お
は
な
し
の
じ
か
ん

▼
日
時
＝
毎
週
土
曜
、
午
後
2
時
〜

▼
会
場
＝
市
立
図
書
館

◎
お
は
な
し
こ
ん
に
ち
は

▼
日
時
＝
7
月
12
日
（
日
）
午
前
10
時

30
分
〜
（
毎
月
第
2
日
曜
）

▼
会
場
＝
水
原
中
学
校
市
民
図
書
室　

☎
47
‐
８
０
６
８

日
程
・
相
談

図
書
施
設
休
館
（
室
）
日

◎ 

市
立
図
書
館

▼
期
日
＝
7
月
6
日（
月
）、13
日（
月
）、

16
日
（
木
）、
20
日
（
月
・
祝
）、
21
日

（
火
）、
27
日
（
月
）

◎ 

水
原
中
学
校
市
民
図
書
室

▼
期
日
＝
7
月
3
日（
金
）、10
日（
金
）、

17
日
（
金
）、
20
日
（
月
・
祝
）、
23
日

（
木
）、
24
日
（
金
）、
31
日
（
金
）

夜
間
役
所
（
7
月
）

▼
期
日
＝
7
月
1
日
（
水
）、15
日
（
水
）

▼
時
間
＝
午
後
7
時
ま
で

▼
場
所
＝
市
役
所 

市
民
生
活
課

▼
内
容
＝
戸
籍
、
住
民
票
、
印
鑑
登
録
・

証
明
、
納
税
、
口
座
振
替
手
続
き
等
。

旅
券（
パ
ス
ポ
ー
ト
）は
交
付
の
み
で
す
。

若
者
の
就
労
支
援

出
張
相
談
所

「
阿
賀
野
サ
テ
ラ
イ
ト
」

　

若
者
の
就
労
支
援
を
行
っ
て
い
る

「
下
越
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
が
、
出
張
相
談
所
「
阿
賀
野

サ
テ
ラ
イ
ト
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
「
働
き
た
い
け
ど
、
何
か
ら
始
め
た
ら

い
い
か
分
か
ら
な
い
」「
人
付
き
合
い
が

苦
手
で
仕
事
が
長
続
き
し
な
い
」「
仕
事

に
就
い
て
い
な
い
子
ど
も
の
将
来
が
心

配
」
な
ど
、
就
職
に
つ
い
て
悩
み
の
あ

る
人
は
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
毎
月
第
1
・
第
3
火
曜
、
午

後
2
時
〜
4
時

▼
会
場
＝
市
役
所
1
階
「
相
談
室
」

※ 

水
原
公
民
館
が
改
修
中
の
た
め
、
6

月
〜
平
成
28
年
3
月
は
こ
の
会
場
で

開
設
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
15
歳
〜
39
歳
ま
で
の
人
、
ま

た
は
そ
の
家
族

▼
そ
の
他
＝
相
談
無
料
。
相
談
は
予
約

制
で
1
回
50
分

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
下
越
地

域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
２
５
４
‐
28
‐
８
７
３
５
（
祝
日
、

第
2
金
曜
を
除
く
月
曜
〜
金
曜
、
午
前

10
時
〜
午
後
5
時
）

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（広 告）

畳のご用命は、安心の畳屋さん畳のご用命は、安心の畳屋さん
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　フリーダイヤル　０１２０‐５９０‐７１０

包丁研ぎを始めました。引き取りに伺った上でお届けします

古いコンバインなど農業機械の引き取りもします

不用になりました　トラクター・バイク
　トラック・フォークリフト・重機
　大型ダンプ　 買い取りいたします

お売り下さい（買取専門）お売り下さい（買取専門）お売り下さい（買取専門）お売り下さい（買取専門）

株式会社 ヌマズ    阿賀野市野田1066番地2 

◎お電話はこちらへ☎0250-68-4130

渡邉　澄子 80 歳 5.30 姥ヶ橋

佐藤キヨシ 97 歳 5.31 中島町

布川ヒサイ 86 歳 5.31 押　切

神田　正二 65 歳 6.1 六野瀬

加藤　コウ 89 歳 6.1 寺　社

岩野チヨミ 93 歳 6.3 山　崎

笠原　正義 73 歳 6.3 金　渕

伊藤　孝夫 84 歳 6.3 分　田

増子トシエ 78 歳 6.4 金田町

齋藤ツル子 81 歳 6.4 山口町 2

小菅　幸平 75 歳 6.5 山本新

松原　京子 74 歳 6.7 小河原

中澤チヨミ 90 歳 6.7 安野町

横井マツヱ 86 歳 6.8 野　田

中島　耕平 72 歳 6.8 堀　越

髙橋　ウラ 88 歳 6.10 堀　越

物　幸三 75 歳 6.10 中島町

川ミヨノ 92 歳 6.11 駒　林

遠藤　光江 70 歳 6.11 大　室

髙木　信次 66 歳 6.12 本　明

渡部　徳行 44 歳 6.12 嶋　瀬

桐　康平 94 歳 6.13 中央町 1

長谷川一栄 64 歳 6.14 熊居新田

水澤ミツエ 93 歳 6.14 土　橋

大澤冨士彌 86 歳 6.15 下黒瀬

※
各
種
相
談
所
お
よ
び
窓
口
は
、い
ず
れ
も
相
談
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

 氏　名（届出順） 保護者名 住　所

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

齋藤　朱
あか

俐
り

 籠　田

山　璃
り

飛
と

 北本町

山﨑　光
みつ

稀
き

 曽　郷

鈴木　陽
ひ ま り

葵 百津町

手塚　陽
よう

太
た

 南安野町

根津　心
み さ き

咲 若葉町

高井　智
とも

葵
き

 南安野町

中村さつき 押　切

阿部　星
き ら ら

彩 下　里

高橋　聖
せ

奈
な

 市野山

大野　陸
りく

仁
と

 外城町

ちゃん

く  ん

ちゃん

ちゃん

く  ん

ちゃん

く  ん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

く  ん

（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）

真　也
真由美
守

友香理
稔

智　美
正　徳
明　香
幹

麻　実
佑　弥
彩

一　也
恵

宏　一
裕　菜
清　夫
真　美
隆　夫
菜　穂
正　樹
めぐみ

 氏　名（届出順） 年　齢 死亡月日 住　所

（6月 1日～ 6月 15 日届出分）

◎行政相談

　行政相談は、総務大臣から委嘱を受けた行政相談委員が、国の

仕事、国が県や市町村に委ねている仕事についての苦情など、「住

民と行政との橋渡し」的存在として、問題の解決に努めます。

■京ヶ瀬支所 2階「相談室」＝ 7月 10 日（金）午前 10 時～正午

◎弁護士による「法律相談」

※セクハラ、DV、多重債務等も相談可

■ 日程＝毎月第 1、3水曜

　※予約を取り消す場合は、必ず連絡してください。

■時間＝午後 1時 30 分～ 4時 30 分（1人 30 分間）

■会場＝市役所１階「相談室」

※ 相談にお越しの際は、相談の要点をまとめ、関係資料があれば

持参ください。

※ お急ぎの人は、次の機関等をご利用ください。

①法テラス新潟　☎ 0503383-5420　午前 9時～午後 5時

②新潟県弁護士会　☎ 025-222-5533　午前 10 時～午後 4時

◎問い合わせ

　市民生活課 相談係　☎ 62-2510（内線 214）

相談料は無料です。気軽に相談ください。

「
う
ぶ
ご
え
」、「
お
く
や
み
」
欄
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
届
出
時
に
係
へ
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
内
在
住
で
出
生
届
を

他
市
町
村
に
提
出
し
、
子
ど
も
の
出
生
を
「
う
ぶ
ご
え
」
欄
や
新
聞
へ
の
掲
載
を
希
望
す
る
場
合
は
、
市
民
生
活
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
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第 21 回東京笹神会総会

　

5
月
31
日
、
東
京
笹
神
会
総
会
が

福
島
県
の
東
山
温
泉
で
開
催
さ
れ
、

40
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

会
員
相
互
や
ふ
る
さ
と
笹
神
と
の

交
流
の
懸
け
橋
と
し
て
、
一
年
を
通

じ
て
活
発
に
各
種
行
事
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。今
回
は
懇
親
旅
行
を
兼
ね
、

福
島
県
の
観
光
も
楽
し
み
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
、
市
観
光
協
会
長
や
笹
神

地
区
の
各
種
団
体
の
代
表
な
ど
12
人
が

出
席
。
懇
親
会
で
は
、
故
郷
の
話
に
花

が
咲
き
、
自
慢
の
の
ど
の
披
露
や
神
山
・

笹
岡
中
学
校
校
歌
の
合
唱
な
ど
が
行
わ

れ
、
最
後
は
輪
に
な
っ
て
笹
神
甚
句
を

踊
り
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

笹神甚句もまだまだ達者 お
い
し
い
水
が
で
き
る
ま
で

大
室
浄
水
場
見
学
会

　

6
月
7
日
、
上
水
道
の
浄
水
処
理
施
設
の

見
学
会
が
大
室
浄
水
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
見
学
会
は
、
お
い
し
い
水
が
で
き

る
ま
で
の
工
程
や
水
の
安
全
性
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

6
月
1
日
〜
7
日
の
水
道
週
間
に
合
わ
せ

て
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
9
人
が
参
加
。
見
学
し
た
佐

藤
五
郎
さ
ん
（
若
葉
町
）
は
、「
施
設
の
管

理
は
、
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

よ
く
分
か
っ
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

6
月
7
日
、
五
頭
薬
用
植
物
園
の
園

開
き
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
約
１
０
０
人
が
参
加
。
五
頭

連
峰
少
年
自
然
の
家
で
、
木
戸
ク
リ
ニ
ッ

ク
（
新
潟
市
東
区
）
の
須
永
隆
夫
所
長
に

よ
る
「
日
常
生
活
で
心
と
体
が
喜
ぶ
条
件
」

と
題
し
た
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
が
7
班
に
分
か
れ
、

約
２
０
０
種
の
薬
草
を
有
す
る
五
頭
薬
用

植
物
園
を
散
策
し
な
が
ら
、
新
潟
薬
科
大

学
薬
学
部
生
物
学
研
究
室
の
白
崎
仁
教
授

を
は
じ
め
自
然
観
察
指
導
員
に
よ
る
薬
草

観
察
会
を
実
施
。
園
内
の
薬
草
に
つ
い
て

名
称
や
効
能
等
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

五
頭
薬
用
植
物
園
園
開
き

園
内
の
薬
草
は
約
２
０
０
種

瓦
の
魅
力
を
再
発
見
！

や
す
だ
瓦
ロ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

6
月
13
、
14
日
、
や
す
だ
瓦
ロ
ー
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
昨
年

を
上
回
る
約
４
３
０
０
人
が
、
会
場
を

訪
れ
ま
し
た
。

　

気
温
が
30
度
近
く
ま
で
上
が
る
真
夏

の
よ
う
な
暑
さ
の
中
、
来
場
者
は
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
や
瓦
工
場
見
学
、
瓦
の
絵

付
け
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

鬼
瓦
の
制
作
工
房
で
は
、
粘
土
か
ら

作
り
だ
さ
れ
る
迫
力
の
あ
る
造
形
技
術

に
、
見
学
者
は
一
様
に
感
心
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
瓦
工
場
見
学
で
は
、
製

造
工
程
な
ど
を
熱
心
に
質
問
し
て
い
る

見
学
者
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

5
月
27
日
、
新
潟
大
学
大
学
院
医
歯
学

総
合
研
究
科
消
化
器
外
科
学
分
野
の
若
井

俊
文
教
授
を
は
じ
め
大
学
関
係
者
13
人
が

㈲
ヤ
ス
ダ
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

同
教
授
は
、
抗
生
物
質
が
効
き
に
く
い

メ
チ
シ
リ
ン
耐
性
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
（
Ｍ

Ｒ
Ｓ
Ａ
）
に
対
し
、
ヤ
ス
ダ
ヨ
ー
グ
ル

ト
に
抗
菌
効
果
が
あ
る
こ
と
を
突
き
止

め
ま
し
た
。
さ
ら
に
研
究
を
進
め
、
抗

菌
効
果
の
あ
る
物
質
を
特
定
す
る
た
め
、

㈲
ヤ
ス
ダ
ヨ
ー
グ
ル
ト
に
再
度
協
力
を

要
請
。
同
社
の
渡
邊
榮
一
社
長
が
研
究

に
要
す
る
ヤ
ス
ダ
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
提
供

を
快
諾
し
ま
し
た
。

若
井
教
授
の
ヤ
ス
ダ
ヨ
ー
グ
ル
ト
訪
問

ヨ
ー
グ
ル
ト
に
抗
菌
効
果

青
空
に
願
い
を
乗
せ
て

こ
い
の
ぼ
り
大
作
戦
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

6
月
14
日
、
瓢
湖
水
き
ん
公
園
で
「
手

作
り
こ
い
の
ぼ
り
を
泳
が
せ
る
実
行
委

員
会
」
に
よ
る
、
こ
い
の
ぼ
り
大
作
戦

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
今
回
で
20
回
目

を
迎
え
、
市
内
幼
稚
園
・
保
育
園
や
小

中
学
校
、
自
治
会
、
高
齢
者
施
設
な
ど
、

合
わ
せ
て
36
団
体
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
い
の
ぼ
り
に
込
め
た
願
い
を
ス

テ
ー
ジ
で
発
表
し
た
後
、
花
火
の
合
図

で
一
斉
に
こ
い
の
ぼ
り
が
揚
げ
ら
れ
ま

し
た
。
色
と
り
ど
り
の
こ
い
の
ぼ
り
が
、

澄
み
切
っ
た
青
空
に
泳
い
で
い
ま
し
た
。

地
域
の
皆
さ
ん
で
長
寿
を
祝
し

笹
神
地
区
・
京
ヶ
瀬
地
区
敬
老
会

　

6
月
6
日
に
笹
神
地
区
敬
老
会
が
笹
神

体
育
館
で
、
13
日
に
京
ヶ
瀬
地
区
敬
老
会

が
京
ヶ
瀬
体
育
館
で
、
77
歳
以
上
の
高
齢

者
、
そ
れ
ぞ
れ
３
１
９
人
と
２
０
３
人
が

出
席
し
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

祝
典
で
は
、
77
歳
の
喜
寿
、
88
歳
の
米
寿

の
代
表
者
に
記
念
品
が
、
出
席
者
の
最
高

齢
の
代
表
者
に
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

祝
宴
で
は
、
地
元
文
化
団
体
に
よ
る
唄
や

踊
り
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
バ
レ
エ
な
ど
が
披
露
さ

れ
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

○
笹
神
地
区

　

77
歳
（
喜
寿
）・
代
表

　
　

町
田
擴
さ
ん
（
須
走
）

　

88
歳
（
米
寿
）・
代
表

　
　

長
谷
川
喜
一
さ
ん
（
沖
ノ
館
）

　

出
席
者
最
高
齢　
　

　
　

山
口
七
重
さ
ん
（
山
崎
）
１
０
０
歳

○
京
ヶ
瀬
地
区

　

77
歳
（
喜
寿
）・
代
表

　
　

三
澤
正
敏
さ
ん
（
城
）

　

88
歳
（
米
寿
）・
代
表

　
　

藤
田
美
惠
さ
ん
（
駒
林
）

　

出
席
者
最
高
齢　
　

　
　

駒
形
ハ
ツ
イ
さ
ん
（
緑
岡
）
93
歳両地区とも心のこもった演出で

出席者の長寿をお祝いしました。 記念品・花束贈呈（京ヶ瀬地区）記念品・花束贈呈（京ヶ瀬地区）

アトラクションを楽しむ出席者の皆アトラクションを楽しむ出席者の皆
さん（笹神地区）さん（笹神地区）

左から、若井教授、渡邊社長左から、若井教授、渡邊社長
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市
内
に
存
在
す
る

　
　
　
　
　

指
定
文
化
財

　

文
化
財
に
は
、
有
形
文
化
財
・
無

形
文
化
財
・
民
俗
文
化
財
・
記
念
物
・

文
化
的
景
観
・
伝
統
的
建
造
物
群
の

6
種
が
あ
り
ま
す
。
指
定
文
化
財
と

は
、
こ
の
中
で
、
歴
史
的
・
学
術
的

に
特
に
貴
重
な
も
の
を
文
化
財
保
護

法
や
文
化
財
保
護
条
例
で
国
・
県
・

市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
指
定
し
た
も
の

に
な
り
ま
す
。

　

阿
賀
野
市
に
は
国
指
定
文
化
財
が

5
件
あ
り
ま
す
。記
念
物
で
あ
る「
梅

護
寺
の
珠
数
掛
ザ
ク
ラ
」「
水
原
の

ハ
ク
チ
ョ
ウ
渡
来
地
（
瓢
湖
）」
以

外
の
3
件
は
、
い
ず
れ
も
有
形
文
化

財
で
「
無
為
信
寺
（
下
条
町
8
‐
21
）」

に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
無
為
信
寺
に
保
管
さ
れ

て
い
る
国
・
県
指
定
文
化
財
を
紹
介

し
ま
す
。

◆
高
僧
を
輩
出
し
た
無
為
信
寺

　

無
為
信
寺
は
、
鎌
倉
時
代
に
創
立

さ
れ
、
江
戸
時
代
半
ば
に
地
主
に
よ

り
再
興
さ
れ
た
由
緒
あ
る
寺
院
で

す
。
高
僧
・
香こ

う

樹じ

ゅ

院い

ん

徳と

く

龍
り
ゅ
う（
１
７
７
２

〜
１
８
５
８
年
）
な
ど
を
輩
出
し
ま

し
た
。

◆
徳
龍
の
功
績

　

徳
龍
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
越
後

に
生
ま
れ
、
京
都
の
高
倉
学
寮
（
現

大
谷
大
学
）
で
学
び
ま
し
た
。

　

無
為
信
寺
で
住
職
を
務
め
た
後
、

学
寮
の
講
師
と
な
り
ま
す
が
、
学
識

の
高
い
こ
と
で
有
名
と
な
り
、
出
身

寺
の
無
為
信
寺
に
貴
重
な
仏
教
関
係

の
書
物
を
集
め
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

◆ 

金こ

ん

剛ご

う

頂
ち
ょ
う

経
き
ょ
う

曼ま

ん

殊じ

ゅ

室し

つ

利り

菩ぼ

薩さ

つ

五ご

字じ

心し

ん

陀だ

羅ら

尼に

品ほ

ん

【
国
指
定
文
化
財
】

　

平
安
時
代
の
高
僧
・
淳

じ
ゅ
ん

祐ゆ

う（
８
９
０

〜
９
５
３
年
）
の
筆
に
よ
る
巻
物
で

す
。

　

淳
祐
の
自
筆
写
経
は
、
石
山
寺
・

仁に

ん

和な

寺
・
醍だ

い

醐ご

寺
に
残
さ
れ
る
の
み

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
金
剛

頂
経
曼
殊
室
利
菩
薩
五
字
心
陀
羅
尼

品
は
、
淳
祐
・
朗ろ

う

澄
ち
ょ
う

な
ど
の
相
伝
関

係
が
記
さ
れ
、承
安
4
（
１
１
７
４
）

年
の
伝
授
奥
書
（
巻
末
へ
の
書
き
入

れ
）
が
あ
る
貴
重
な
も
の
で
す
。

◆
悉し

っ

曇た

ん

集
し
ゅ
う

記き

【
国
指
定
文
化
財
】

　

悉
曇
と
は
、
梵ぼ

ん

字じ

（
イ
ン
ド
発

祥
の
仏
教
文
字
）
の
こ
と
で
あ
り
、

こ
れ
も
淳
祐
の
筆
に
よ
る
写
本
で

す
。
一
般
的
に
、
淳
祐
の
手
に
よ
る

写
経
は
、
高
野
山
大
師
霊れ

い

廟
び
ょ
う

（
祖

先
や
偉
人
を
祭
っ
た
宮
）
で
、
観か

ん

賢げ

ん

（
平
安
時
代
中
期
の
僧
）
に
従
っ

て
、
御お

ん
こ
ろ
も
が
え

衣
替
に
関
わ
っ
た
縁
か
ら

「
薫

に
お
い
の
し
ょ
う
ぎ
ょ
う

聖
教
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
て
、

こ
れ
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　

「
薫
聖
教
」
は
、延
喜
21
（
９
２
１
）

年
11
月
、
観
賢
が
醍
醐
天
皇
の
勅
命

に
よ
り
、
御
衣
替
の
た
め
に
高
野
山

大
師
霊
廟
を
訪
れ
た
と
き
、
淳
祐
も

共
に
御
廟
内
に
入
り
弘
法
大
師
の
膝

に
触
れ
、
そ
の
際
、
妙
香
の
香
り
が

手
に
移
り
、
一
生
消
え
る
こ
と
が
な

く
、
淳
祐
が
写
経
し
た
経

き
ょ
う

典て

ん

（
仏
の

教
え
を
記
し
た
書
物
）
に
も
薫
り
が

移
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
藤
原
氏
系
図
【
国
指
定
文
化
財
】

　

こ
の
系
図
は
長
さ
10
メ
ー
ト
ル
に

も
及
ぶ
も
の
で
、
南
北
朝
時
代
に
書

き
写
さ
れ
た
藤
原
氏
の
系
図
で
す
。

　

天あ

ま

の

こ児
屋や

根
ね
の
み
こ
と命
か
ら
始
ま
る
藤
原
氏

の
本
宗
系
図
を
道み

ち

隆た

か

・
伊こ

れ

周ち

か

ま
で
掲

げ
、
道
隆
の
子
で
あ
る
隆た

か

家い

え

を
中

ち
ゅ
う

興こ

う

の
祖そ

（
い
っ
た
ん
衰
え
た
も
の
を
再

び
盛
ん
に
し
た
功
績
に
よ
り
歴
史
的

評
価
を
受
け
る
人
）
と
す
る
庶
流
系

図
が
鎌
倉
時
代
ま
で
続
い
て
い
ま

す
。
藤
原
氏
系
図
の
中
で
も
、
古
写

本
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
す
。

◆
古こ

論ろ

ん

草そ

う

【
県
指
定
文
化
財
】

　

5
函は

こ

・
２
８
３
冊
か
ら
な
る
書
籍

で
、
大
部
分
は
南
都
六
宗
（
奈
良
時

代
に
栄
え
た
6
つ
の
宗
派
の
総
称
）

の
一
つ
、
法ほ

う

相そ

う

唯ゆ

い

識し

き

宗
し
ゅ
う

に
関
す
る
経け

い

論ろ

ん

疏し

ょ

（
仏
教
哲
学
の
テ
キ
ス
ト
）
で

す
。
一
括
し
て
法
隆
寺
の
講
会
に
用

い
ら
れ
た
も
の
で
、
写
筆
は
鎌
倉
時

代
か
ら
江
戸
時
代
中
期
に
わ
た
っ
て

い
ま
す
。

◆
方ほ

う

便べ

ん

法ほ

っ

身し

ん

尊そ

ん

像ぞ

う【
県
指
定
文
化
財
】

　

方
便
法
身
尊
像
は
、
阿あ

弥み

陀だ

仏ぶ

つ

を

絵
形
で
表
し
た
も
の
で
、
南
北
朝
時

代
に
起
こ
り
、
後
世
に
伝
え
ら
れ
ま

し
た
。
現
存
す
る
最
古
の
も
の
は
、

文
明
2
（
１
４
７
０
）
年
の
蓮れ

ん

如に

ょ

（
浄

土
真
宗
の
高
僧
）
の
裏
書
き
を
持
っ

て
い
る
も
の
で
、
無
為
信
寺
の
像
も

同
一
の
様
式
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

確
定
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
本
願
寺

が
門も

ん

徒と

に
供
与
し
た
最
古
の
も
の

で
、
室
町
時
代
初
期
の
作
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

《
参
考
文
献
》
水
原
町
の
文
化
財
・

水
原
町
編
年
史
第
一
巻

問い合わせ
市民協働推進課 市民協働推進係 ☎ 62-2510（内線282）

【フェイスブック】http://www.facebook.com/gozuccho.agano

【ホームページ】http://www.city.agano.niigata.jp/site/gozuccho/

ごずっちょのお出掛け情報やごずっちょのお出掛け情報や

近況をお知らせします近況をお知らせします

ごずっちょ通信ごずっちょ通信

● 

人
口
減
少
問
題
、
協
働
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
な

り
、
良
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
50
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

広
報
ク
イ
ズ
で
夕
飯
を
食
べ
る
こ

と
も
忘
れ
、
あ
と
一
つ
を
見
つ
け

る
の
に
苦
戦
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
50
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

水
中
運
動
教
室
、
写
真
が
大
き
く

出
て
ま
し
た
ね
。
私
も
教
室
に

入
っ
て
い
ま
す
。 

（
70
代
・
女
性
）

☆ 

水
中
運
動
は
、
健
康
に
と
て
も
良

く
、
手
軽
に
、
楽
し
く
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
運
動
で
す
。
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

今
回
の
ク
イ
ズ
は
、
と
て
も
難
し

く
て
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
8
歳
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

ふ
る
さ
と
探
訪
の
コ
ー
ナ
ー
で
、

水
原
城
の
最
後
の
城
主
が
上
杉
鉄

砲
隊
長
と
知
り
、
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。　
　
　
　

 

（
9
歳
・
男
性
）

☆ 

女
堂
地
内
に
あ
っ
た
鉢
盛
城
の
城

主
で
あ
る
千
坂
景
親
は
、
上
杉
家

家
老
の
1
人
と
し
て
上
杉
謙
信
、

景
勝
に
仕
え
て
い
た
そ
う
で
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

広
報
紙
に
友
達
が
載
っ
て
い
て
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。（
20
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

い
き
い
き
健
康
応
援
が
ス
タ
ー
ト

★ 「ご当地キャラこども夢フェスタ
　in しらかわ2015」
　　　　　　に行ってきたっちょ！
　6 月 6、7 日に福
島県白河市で開催
されたイベントに
初めて参加してき
たよ。日本三大ご
当地キャライベン
ト（埼玉県羽生市・
滋賀県彦根市・白
河市）で、今年は福島県のデスティネーション
キャンペーンの期間中だったこともあり、昨年
の来場者を上回る 17 万人が見にきてくれたよ。
PR ステージで阿賀野市の宣伝をしたり、会場
内でたくさんの人と写真を撮ったりして楽しい

2日間だったよ。ごずっちょに会いに来てくれ
た人もいて、すごくうれしかったっちょ。

★いろんな行事に
　　　　　　　呼んでくれっちょ！
　お祭りや幼稚園・保育園・小中高校の行事で
「ごずっちょ」を登場させませんか。着ぐるみ
の貸し出し条件などは市民協働推進課に問い合
わせってっちょ。

し
、
皆
さ
ん
が
元
気
に
な
っ
て
い

け
る
の
は
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

た
く
さ
ん
の
情
報
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
回
の
広
報
も

待
っ
て
い
ま
す
。　

（
70
代
・
男
性
）

☆ 

「
広
報
あ
が
の
」
と
「
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
に
関
す
る
意
見
・
感
想
を
募
集

し
ま
す
（
11
ペ
ー
ジ
参
照
）。
皆
さ
ん

の
意
見
等
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

水
中
運
動
教
室
の
写
真
の
皆
さ
ん

の
笑
顔
が
と
て
も
素
敵
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
40
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

昨
年
、
娘
が
成
人
式
に
出
席
し
ま

し
た
。
一
年
前
を
思
い
出
し
な
が

ら
、読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
50
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

住
み
よ
い
ま
ち
に
、
市
民
協
働
の

輪
が
で
き
る
な
ん
て
、
と
て
も
素

晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
80
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

息
子
が
20
歳
に
な
り
、
成
人
式
に

出
席
し
ま
し
た
。
親
の
立
場
で
は

見
守
る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん

が
、
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
50
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
よ
う
」
に
心
打
た

れ
ま
し
た
。　
　

 

（
60
代
・
女
性
）

№37№37

P.N たろうさん

藤原氏系図藤原氏系図

かわいいイラストや
すてきなコメントを
ありがとう！

これからもどんどん
送ってください。
楽しみに

待ってま～す♪

方便法身尊像方便法身尊像

無為信寺本堂無為信寺本堂
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志
を
立
て
ざ
る
べ
か
ら
ず

　

今
、
国
・
地
方
を
挙
げ
た
人
口

減
少
・
少
子
高
齢
化
・
地
域
活
性

化
等
へ
の
実
効
性
あ
る
対
策
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
地

方
創
生
元
年
と
い
わ
れ
、
大
き
な

変
革
や
活
性
化
へ
向
け
た
う
ね
り

を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

い
わ
ば
、
良
い
意
味
で
の
「
激
動

の
時
代
」
の
始
ま
り
と

い
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
で
は
、
明
治
維

新
と
い
う
大
変
革
の
時

代
を
生
き
た
女
性
の
生

涯
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
幕
末
の
思
想
家
吉

田
松
陰
の
妹
・
文ふ

み

。
久

坂
玄
瑞
の
妻
と
な
り
、

激
動
の
運
命
に
翻ほ

ん

弄ろ
う

さ

れ
な
が
ら
も
、
新
し
い

時
代
へ
松
陰
の
志
を
つ

な
い
で
い
く
物
語
で
す
。

　

ド
ラ
マ
の
中
で
は
、
既
に
、
安

政
の
大
獄
に
連
座
し
、
30
歳
の
若

さ
で
世
を
去
っ
て
い
ま
す
が
、
幕

末
か
ら
明
治
維
新
へ
向
か
う
時
代

の
精
神
的
指
導
者
・
理
論
家
と
さ

れ
る
吉
田
松
陰
は
、
今
の
時
代
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
得
る
示
唆

に
富
ん
だ
言
葉
を
数
多
く
残
し
て

い
ま
す
。

　

感
銘
を
受
け
た
言
葉
を
い
く
つ

か
紹
介
し
ま
す
。「
草そ

う

莽も
う

崛く
っ

起き

」、

こ
の
言
葉
の
意
味
で
す
が
、「
草

莽
」
は
一
般
大
衆
を
指
し
、「
崛
起
」

は
一
斉
に
立
ち
上
が
る
こ
と
を
い

い
ま
す
。
現
代
的
な
言
い
方
を
す

れ
ば
、「
市
民
の
皆
さ
ま
、
立
ち

上
が
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
か
。
阿
賀
野
市
を
活

性
化
す
る
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
力
が
必
要
で
す
。

　

「
人
材
育
せ
ざ
る
べ

か
ら
ず
」、
こ
れ
は
「
人

の
持
っ
て
生
ま
れ
た
才

能
を
育
て
ず
に
お
く
べ

き
で
は
な
い
（
お
お
い

に
育
て
る
べ
き
だ
）」

と
い
う
意
味
で
す
。
資

源
の
乏
し
い
、
あ
る
い

は
資
源
を
生
か
す
こ
と

が
苦
手
な
阿
賀
野
市
に

と
っ
て
は
、
人
的
資
源

を
育
て
る
こ
と
が
最
も

重
要
な
こ
と
と
考
え
て

い
ま
す
。
特
に
、
均
一
で
あ
り
き

た
り
な
教
育
で
は
な
く
、
特
異
な

才
能
を
伸
ば
す
こ
と
が
肝
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

「
志
を
立
て
ざ
る
べ
か
ら
ず
」、

高
く
、
正
し
く
、
大
き
な
志
を
抱

き
ま
し
ょ
う
。

田
中
清
善

ま
し
た
。

　

3
年
前
、
農
業
関
係
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
7
人

が
集
ま
り
「
あ
が
の
農
業
未

来
塾
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
結

成
。
原
則
市
内
在
住
の
小
学

生
と
そ
の
家
族
を
対
象
に
、

野
菜
、
米
づ
く
り
を
体
験
す

る
「
あ
が
の
ワ
ク
ワ
ク
塾
」
を

開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

◎
活
動
内
容

　

今
年
の
参
加
者
は
6
月
末
現
在
で
、

7
家
族
5
個
人
、
総
勢
22
人
が
参
加
し

て
い
ま
す
。
中
に
は
栄
養
教
諭
や
農
機

具
メ
ー
カ
ー
の
若
い
女
性
も
参
加
し
て

い
ま
す
。

　

第
1
回
目
の
農
業
体
験
は
5
月
24
日

に
実
施
。
当
日
は
、
ピ
ー
マ
ン
を
は
じ
め
、

サ
ツ
マ
イ
モ
、
サ
ト
イ
モ
、
枝
豆
、
少
し

遅
く
な
り
ま
し
た
が
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど

を
植
え
、恒
例
の
田
植
え
も
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
月
1
回
実
施
し
て
い
た
農

業
体
験
で
す
が
、
今
年
は
2
か
月
に
1

回
の
ペ
ー
ス
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
、
農
業
体
験
を
実
施
す

る
に
当
た
り
、
そ
の
都
度
体
験
内
容
や

役
割
分
担
な
ど
を
話
し
合
い
な
が
ら
当

日
に
臨
ん
で
い
ま
す
。

◎
活
動
し
て
い
て
思
う
こ
と

　

毎
年
参
加
者
全
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
あ
る
参
加
者
か

ら
「
子
ど
も
が
変
わ
っ
た
」
と
言
わ
れ

た
と
き
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
子
ど

も
た
ち
の
「
お
も
し
ろ
か
っ
た
」「
楽
し

か
っ
た
」
や
、農
業
が
「
大
変
な
仕
事
だ
」

「
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど
の
多
く

の
回
答
に
も
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
来
年
も
計
画
し
た
ら
と
の
設
問
に

「
ま
た
参
加
し
た
い
」
と
い
う
子
ど
も
た

ち
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
い
う
こ
と
に
も
ス

タ
ッ
フ
一
同
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

3
年
目
に
は
「
自
分
で
も
農
業
を
し

て
み
た
い
」
と
い
う
回
答
が
複
数
あ
り

ま
し
た
。「
食
育
」
と
「
農
業
」
は
一

体
だ
と
あ
ら
た
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

　

今
月
は
、
親
子
農
業
体
験
「
あ
が
の

ワ
ク
ワ
ク
塾
」
を
主
催
し
て
い
る
「
あ

が
の
農
業
未
来
塾
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の

活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
◎
活
動
の
き
っ
か
け

　

以
前
、
東
京
都
の
あ
る
団
地
で
小
学

5
年
生
か
ら
中
学
3
年
生
ま
で
を
対
象

に
し
た
「
農
業
に
関
す
る
お
絵
か
き
調

査
」
が
あ
り
、「
農
業
の
意
味
が
分
か
ら

な
い
」
と
書
い
て
絵
を
描
か
ず
に
提
出

し
た
小
学
5
年
生
が
い
た
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
は
都
会
だ
け
の
話
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
。農
業
と
食
が
結
び
付
か
ず
、

農
業
の
生
産
現
場
が
分
か
ら
な
い
。
そ

も
そ
も
阿
賀
野
市
の
農
家
や
農
業
の
こ

と
を
、
ど
れ
だ
け
の
市
民
の
皆
さ
ん
が

知
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
農
業
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
農
業
の
持
つ
教
育
的
効
果
を
生
か

し
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
援
す
る

た
め
、
ひ
い
て
は
将
来
の
阿
賀
野
市
の

農
業
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
の
た
め
、
農
業

者
が
教
え
る
農
業
体
験
が
必
要
と
考
え

　

農
業
体
験
を
通
し
て
、
農
業

へ
の
理
解
と
子
ど
も
た
ち
の
成
長

を
支
援
し
て
く
れ
て
い
る
ん
だ

ね
。
阿
賀
野
市
の
農
業
の
未
来
の

た
め
に
活
動
を
し
て

く
れ
て
、
あ
り
が
ち
ょ
。

■ 

問
い
合
わ
せ

　

市
民
協
働
推
進
課 

市
民
協
働
推
進
係

　

☎
62
‐
２
５
１
０
（
内
線
２
８
１
）

市
民
の
力
で
ま
ち
が
輝
く
☆

市
民
の
力
で
ま
ち
が
輝
く
☆

あ
が
の
農
業
未
来
塾

あ
が
の
農
業
未
来
塾

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

代
表　

下
條
一
行
さ
ん

　

代
表　

下
條
一
行
さ
ん

広
が
れ
！

広
が
れ
！  

活
動
の
輪

活
動
の
輪

広
が
れ
！

広
が
れ
！  

活
動
の
輪

活
動
の
輪

第1回目の農業体験第1回目の農業体験（（枝豆の種まき枝豆の種まき））

★ 6月号の正解は次のとおりです。★ ☆ 応 募 の 方 法 な ど ☆

★ 6月号の当選者
・・P.N あやめちゃんさん　P.N さすけ君さん
・・P.N カズMAXさん　・・豊岡哲太さん
・・P.N ラブさん　・・P.N アンパンさん
・・P.N バー子さん　・・佐藤和子さん
・・酒井照美さん　・・P.N そら豆 LOVE さん　

《応募総数 23 通　21 通正解》
ありがとうございました。

　上の 2つの写真で、5か所だけ違うところがあり

ます。クイズの答えと広報紙への感想や意見を書い

て、郵便番号・住所・氏名・年齢・電話番号を記入

し、はがきか電子メール、ＦＡＸで 7月 15 日（水）

必着で応募ください。ペンネームや匿名での掲載を

希望する人は、その旨をお書きください（氏名も必

ず書いてください）。正解者の中から抽選で 10 人に

ごずっちょグッズをプレゼントします。

送付先：〒 959-2092　阿賀野市役所　広報広聴係

電子メール：shiminkyodo@city.agano.niigata.jp

ＦＡＸ：62-0281

　

 

広
報
広
聴
係 

行

阿
賀
野
市
役
所

9 5 9 2 0 9 2クイズの答え
切り抜いて貼り付けると

簡単です

郵便番号・住所

氏名・年齢・電話番号

今月号の感想などをお書
きください。

　今月から、市ホームページに応募用紙を用意しまし

た。はがきサイズに設定していますので、そのままは

がきに印刷できます。ぜひ、ご利用ください。

紙面紙面

　やすだ瓦ロードにある、こま犬の作品です。迫力のある表情をしています。後ろの壁面の瓦は、過去のイベント
で行われた「瓦絵付け体験」の作品です。※左側が実際の写真です。

★今月のプレゼント★

ごずっちょシール＆
缶バッチ 2個缶バッチ 2個

わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪

ニンジンとコーンの蒸しパン

【作り方】

① ボウルに卵、すりおろしたニンジン、牛

乳を入れ、泡だて器でよく混ぜる。そこに、

ホットケーキミックスを加えて、粉っぽさがなくなるまで混ぜる（固い

場合は牛乳を増やす）。

② コーン缶は水気を切り、飾り用に少し残して加え、さっくりと混ぜる。

③ 蒸しパンのカップ（紙コップでもよい）に生地を均等に入れて、飾り用

のコーンをのせ、蒸気の上がった蒸し器で、強火で 15 分蒸す。

【材料】（8個分）

ホットケーキミックス…………200 ｇ

コーン缶（120g）…………………1缶

卵……………………………………1個

ニンジン…………………………120 ｇ

牛乳………………………………70 ㏄
カップ………………………………8個

＆ちょシールル＆ルっち ＆っちょシール＆
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市
民
協
働
推
進
課 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
５
０
‐
６
２
‐
０
２
８
１

　
　
　
　
　
　

〒
９
５
９
‐
２
０
９
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新
潟
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阿
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野
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番
15
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　「みわちゃん」は おどりと うたがだいすき！ おうちでも ほい

くえんでも おんがくがかかると おどりだすの。おんがくにあわ

せて からだをうごかしたり、うたったりするのが とっても た

のしいんだ♪ いもうとの「ゆわ」がおおきくなったら、いっしょ

に たくさんおどったり、うたったりしたいな～♪

宮嶋 美
み

和
わ

ちゃん（3歳 2か月）／山崎（パパ和彰さん・ママみゆきさん）

【人の動き】 人口 44,519 人（－ 50） 男 21,560 人（－ 19） 女 22,959 人（－ 31） 世帯数 14,228（＋ 9)

平成 27 年 6 月 1 日現在（　）は前月比　・出生 22 人・死亡 53 人・転入 38 人・転出 57 人

　6 月 8 日、「発見！ 笹岡の宝物」と題し、

笹岡城址で笹岡小学校 3年生による総合学習

が行われました。市天然記念物「十郎杉」の

話を聞いたり、笹岡城址で発掘された土器を

実際に触ったりして楽しく学んでいました。

　わたしは、ウコッケイの

「うーこ」だよ。羽は真っ

白だけど、肌の色は真っ黒

なんだよ。

　飼い主さんが、ウコッケ

イを飼い始めて 10 年。お

母さんが生んだ卵をここで

温めて、生まれたんだ。

　世話をしてくれる飼い主さんのた

めに、毎日新鮮な卵を生んでいるん

だよ。とっても栄養価が高いんだよ。

上松畳内装（中潟）の「うーこ」ちゃん

　6 月 8 日、笹神地区の水田で平成 27 年度

産の大豆の種まきが最盛期を迎えていまし

た。作付けされた大豆は、11 月ごろに収穫。

そのほとんどが村杉地内にある工場で豆腐に

加工され、首都圏へ出荷されます。


